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６
月
定
例
会
は
5
日
～
22
日
の

18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
条
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
、
所
要
の
条
例
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

○
東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
居
住

　

用
財
産
の
「
敷
地
に
係
る
譲
渡
所

　

得
の
特
例
措
置
期
限
の
延
長
」

西
条
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
を
定
め
る
と
と
も
に
、

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
条
例

改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

○
附
則
に
東
日
本
大
震
災
に
係
る

　

被
災
居
住
用
財
産
の
「
敷
地
に

　

係
る
譲
渡
所
得
の
特
例
措
置
期

　

限
の
延
長
」

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、

関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

関
係
す
る
条
例

○
西
条
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　

費
助
成
条
例

○
西
条
市
国
民
健
康
保
険
条
例

○
西
条
市
や
す
ら
ぎ
苑
設
置
及
び

　

管
理
条
例

○
西
条
市
印
鑑
条
例

○
西
条
市
長
寿
祝
金
支
給
条
例

一
般
会
計
（
第
２
回
）

○
補
正
額　
　
　
　

53
億
87
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
３
５
億
５
０
８
７
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
庁
舎
整
備
】

○
新
館
整
備
事
業

　
　
　
　
　

13
億
９
４
２
３
万
円

○
総
合
支
所
庁
舎
耐
震
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

７
５
０
６
万
円

【
子
育
て
支
援
】

○
市
単
独
小
中
学
生
医
療
費
助
成

　

事
業　
　
　
　
　

９
３
６
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
古
川
玉
津
橋
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

○
柚
ノ
木
線
２
工
区
道
路
改
良
事

　

業　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

○
喜
多
川
朔
日
市
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　

４
億
１
４
４
万
円

○
清
水
町
１
号
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　

２
億
５
０
０
２
万
円

○
船
屋
王
至
森
寺
線
道
路
改
良
事

　

業　
　
　

１
億
４
７
７
２
万
円

○
（
第
２
期
中
央
地
区
）

　

ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　

２
億
８
２
６
２
万
円

○
（
壬
生
川
地
区
）

　

ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　

１
億
８
４
１
５
万
円

【
農
林
水
産
業
の
振
興
】

○
果
樹
戦
略
品
種
等
供
給
力
強
化

　

事
業　
　
　
　

１
６
５
５
万
円

○
６
次
産
業
化
産
地
ス
テ
ッ
プ
ア

　

ッ
プ
事
業　
　
　

６
２
７
万
円

○
団
体
営
基
盤
整
備
促
進
事
業　

　
（
神
戸
西
部
地
区
）

　
　
　
　
　

１
億
３
９
６
６
万
円

○
県
営
ほ
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
８
９
９
万
円

○
西
条
産
材
活
用
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
１
万
円

○
漁
港
施
設
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
４
０
０
万
円

【
社
会
教
育
の
充
実
】

○
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業　
　

　
　
　
　
　

３
億
４
０
９
８
万
円

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

○
学
校
開
放
施
設
屋
外
ト
イ
レ
改

　

修
事
業　
　
　

２
９
５
６
万
円

○
次
世
代
育
成
支
援
ス
ポ
ー
ツ
事

　

業　
　
　
　
　
　

９
８
７
万
円

【
消
防
・
救
急
の
充
実
】

○
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

　

事
業　
　
　
　
　

５
８
０
万
円

【
そ
の
他
】

○
庁
舎
本
館
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
照
明
取
替

　

事
業　
　
　
　

１
６
０
０
万
円

○
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大

　

会
開
催
事
業　
　

３
８
７
万
円

○
石
鎚
山
系
絵
地
図
制
作
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
６
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　

　
　
　
　
　

５
億
３
８
３
０
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
３
９
億
４
８
５
１
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　

○
補
正
額　

　
　
　
　
　

４
億
９
５
０
０
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

38
億
６
７
５
２
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
管
渠
整
備
事
業

　
　
　
　
　

３
億
４
７
２
７
万
円

○
管
渠
改
築
事
業

　
　
　
　
　

１
億
３
９
７
３
万
円

病
院
事
業
会
計

○
補
正
額

　
　
　
　
　
　
　

４
７
１
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

６
億
４
０
６
１
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
周
桑
病
院
西
館
耐
震
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
７
１
４
万
円

一般会計補正額　53億87万円
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開
催
報
告
え
ひ
め
東
予
未
来
会
議

　

６
月
30
日
、
ひ
う
ち
会
館
に
て

「
え
ひ
め
東
予
未
来
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
中

小
企
業
庁
か
ら
お
招
き
し
た
鈴
木

正
徳
長
官
と
、
西
条
市
・
新
居
浜

市
・
四
国
中
央
市
の
青
年
層
や
女

性
層
の
中
小
・
小
規
模
企
業
経
営

者
ら
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
地
元
高
校
生
ら
も

み
ら
れ
、
中
小
企
業
政
策
に
対
す

る
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
・
小
規
模
企
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
国
内
需
要
の
減

少
、
大
企
業
の
海
外
移
転
に
加

え
、
震
災
・
円
高
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
小
企
業

庁
で
は
、
次
代
を
担
う
青
年
層
や

女
性
層
の
中
小
・
小
規
模
企
業
経

営
者
の
「
生
の
声
」
を
聞
き
、
中

小
企
業
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
「
日
本
の
未
来　

応
援
会
議

～
小
さ
な
企
業
が
日
本
を
変
え
る

～
（
略
称　

ち
い
さ
な
企
業　

未

来
会
議
」
を
全
国
各
地
で
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
え
ひ
め
東
予
未
来
会

議
」
は
、
〝
ち
い
さ
な
企
業
未
来

会
議
〟
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
東
予

地
域
の
三
市
が
連
携
し
て
自
主
的

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

会
議
は
、
鈴
木
長
官
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
中
小
企
業
庁
の
徳
増
有

治
経
営
支
援
部
長
か
ら
、
こ
れ
ま

で
開
催
し
て
き
た
〝
ち
い
さ
な
企

業
未
来
会
議
〟
の
取
り
ま
と
め
結

果
を
も
と
に
、
中
小
・
小
規
模
企

業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
報

告
や
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
生
の
声
」
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
自
由
討

議
は
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

進
め
ら
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
に
事
例

発
表
を
行
っ
た
後
、
参
加
企
業
に

よ
る
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
第
１
部
　

「
中
小
・
小
規
模
企
業
を
巡
る
実

態
・
課
題
と
要
望
等
に
つ
い
て
」

　

㈲
ミ
ー
ト
ハ
ウ
ス
フ
ジ
タ
（
西

条
市
）
取
締
役
藤
田
美
穂
氏
か
ら
、

パ
ソ
コ
ン
指
導
や
就
業
訓
練
、
就

職
の
サ
ポ
ー
ト
行
う
う
え
で
の
課

題
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
が
あ
り
、

求
職
者
と
企
業
の
抱
え
る
問
題
点

の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

効
果
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
、

子
育
て
世
代
の
女
性
を
取
り
巻
く

職
場
環
境
の
改
善
に
対
す
る
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

■
第
２
部
「
特
徴
あ
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
る
競
争
力

の
強
化
に
つ
い
て
」

　

サ
ト
ー
産
業
㈱
（
四
国
中
央

市
）
代
表
取
締
役
社
長
佐
藤
慎
輔

氏
の
事
例
発
表
で
は
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
24
時
間
体
制
で
対
応
す

る
た
め
、
豊
富
な
在
庫
を
取
り
そ

ろ
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て
い

る
同
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
異
業
種
交
流
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
含
め
た
中
小

零
細
企
業
支
援
策
の
拡
充
等
に
つ

い
て
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

■
第
３
部
「
魅
力
あ
る
新
分
野
へ

の
進
出
に
つ
い
て
」

　

㈱
ミ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
ラ
フ
ト

（
西
条
市
）
代
表
取
締
役
池
田
広

美
氏
か
ら
は
、
安
心
・
安
全
な
食

材
を
求
め
る
都
市
部
消
費
者
と
多

様
な
販
路
開
拓
を
め
ざ
す
地
方
の

生
産
者
を
つ
な
ぐ
新
た
な
取
り
組

み
に
関
す
る
事
例
の
紹
介
が
あ
り
、

四
国
の
物
流
の
ネ
ッ
ク
で
あ
る
本

四
架
橋
に
か
か
る
輸
送
コ
ス
ト
の

問
題
や
、
海
外
貿
易
を
視
野
に
入

れ
た
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て
の

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

討
議
の
中
で
、
中
小
・
小
規
模
企
業
が
個
々
に
抱
え
る
多
く
の
課
題

や
要
望
を
「
生
の
声
」
と
し
て
中
小
企
業
庁
に
伝
え
る
と
、
鈴
木
長
官

は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
丁
寧
に
応
え
、
会
議
の
最
後
に
は
、
「
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
、
決
し
て
一
方
通
行
で
は
な
く
、
相

互
に
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
立
派
な
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
小
企
業
庁
で
は
、

未
来
会
議
で
の
意
見
を
集
約
す
る
と
と
も
に
関
係
省
庁
に
働
き
か
け
を

行
い
、
中
小
企
業
政
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
四
国
屈
指
の
産

業
集
積
地
で
あ
る
西
条
市
、
新
居
浜
市
、
四
国
中
央
市
の
三
市
に
お
い

て
も
、
今
回
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
企
業
の
課
題
解
決
支
援
や
施
策
の

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲開会のあいさつをする鈴木正徳中小企業庁長官

▲藤田美穂氏

▲佐藤慎輔氏

▲池田広美氏
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平成23年度国保会計は赤字に
　国民健康保険（国保）は、わが国が世界に誇る「国民皆保険制度」を支える大切な仕組みです。西条市では、
人口の約３割が国保に加入していますが、近年その国保の運営が非常に厳しさを増し、平成23年度は合併後初め
て赤字決算となりました。
　平成24年度においても厳しい財政状況は変わらず、市は歳入確保のため、平成18年度以降据え置いていた国保
税率を引き上げるほか、国保への財政支援も合わせて行うこととしました。
　西条市国保を守り、被保険者の皆さんが安心して医療を受けることができるよう、財政健全化に向けさまざま
な取り組みを行いますので、被保険者の皆さんを始め、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■国保の医療費などについて
　市庁舎本館国保医療課　国保係　℡0897－52－1447（直通）
■国保税率について
　市庁舎本館市民税課　国保税係　℡0897－52－1274（直通）

問
合
せ

国民健康保険の被保険者の皆さんへ

平成24年度国民健康保険税率を改正します

平成23年度赤字分２億８千万円を財政支援
　そもそも国保は、法律により独立した特別会計（※）を設置し、市政全般を担う一般会計とは区別して経理す
ることになっています。独立採算を基本原則としている国保特別会計は、国・県の支出金などの特定財源のほか
は、加入者の皆さんに納めていただく国保税で運営することになっています。
　しかしながら、合併直後の国保税率統一時においては、加入者の急激な負担増を避けるため、平成17年度から
の３年間で一般会計から合計９億４千万円を繰り入れ財政支援を行いました。「一般会計から繰り入れ」を行っ
たということは、国保に加入していない方にも、国保の負担をしてもらったということになります。
　この繰り入れにより、平成18年度の税率引上げ以来、医療費の増加、所得の減少に伴う税収減にもかかわらず、
税率を実質据え置きで運営することができました。しかし、平成23年度の国保特別会計決算では、想定を超える
医療費の伸びなどから約２億８千万円の赤字となり、全額を一般会計から補てんしました。
※特別会計　受益者負担（利益を受ける方がその費用を負担するということ。）の原則に基づき設けられる独立
　　　　　　した経理管理が行われる会計

平成24年度も４億円の財政支援を
　今年度も、西条市国保が負担する医療費や後期高齢者支援金、介護納付金の増加が見込まれています。税率を
据え置いた場合、５億円以上の財源が不足し、すべてを国保税で賄うためには、３割を超える税率の引上げが必
要となります。しかし、高齢者が多いため医療費が高いにもかかわらず、所得水準が低いため国保税収入が少な
いなどの構造的な問題や、近年の景気低迷による所得低下など、国保は大変厳しい状況に置かれています。この
ような諸事情に鑑み、平成24年度につきましては、負担増の緩和措置を講ずるため国民健康保険特別会計に対し、
４億円の法定外の繰り出しを行うことにより、国保税率の引上げ率を平均７％に緩和することとしました。

財政健全化に向けてできることを
　市においても、特定健診未受診者への訪問勧奨を引き続き実施することに加え、近年医療費が増加しているが
ん対策に取り組みます。がん検診未受診者へも戸別訪問、受診勧奨を行い、早期発見・早期治療による医療費抑
制につなげます。また、ジェネリック（後発）医薬品利用差額通知を実施し、薬剤費の抑制を図るなど、健康増
進対策と医療費適正化により国保の財政改善に向け、一層の努力をしていきます。
　加入者の皆さんも日ごろからの健康管理に努め、医療費の伸びの抑制にご協力をお願いします。

あなたもできる医療費節約チェックポイント
○定期的に健康診断を受けていますか？　健診は病気の早期発見・治療に有効です。
○一つの病気で複数の医療機関を受診していませんか？　医療機関ごとに初診料等が請求されるばかりでなく、
　同じ検査や投薬で体に悪影響を与えることがあります。
○緊急性がないのに時間外、休日、深夜に受診していませんか？　いわゆるコンビニ受診をすると初診料や再診
　料が２～９倍となります。
○ジェネリック（後発）医薬品を利用していますか？　ジェネリック医薬品は先発医薬品に比べて３～５割安く
　なる場合があります。

※医療費は、平成22年度から急激に上昇していますが
　国保税額は減少しています。
※平成20年度は、制度改正により75歳以上の国保加入
　者が後期高齢者医療制度に移行したために国保税額
　が大きく減少しました。

■西条市の国保医療費および国保税額の推移
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※平成19年度から22年度までは、一般会計からの繰り
　入れなどもあって、黒字決算となっていましたが、
　平成23年度決算では、歳出額が歳入額を上回り、約
　２億８千万円の赤字が発生しました。

■西条市の国保特別会計決算額の推移
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■平成24年度の国保税率
平成24年度（改正後） 平成23年度（改正前）

医療分 支援分 介護分 医療分 支援分 介護分
区　分

①所得割額（％）

②資産割額（％）

③均等割額（円）

④平等割額（円）

課税限度額（円）

６.９

１９.０

２３,０００

１８,６００

１.７

４.８

５,８００

４,８００

５１０,０００ １４０,０００ １２０,０００ ５１０,０００ １４０,０００ １２０,０００

１.５

５.５

６,７００

３,６００

６.４

１７.６

２１,６００

１７,６００

１.６

４.４

５,４００

４,４００

１.４

５.０

６,３００

３,４００

〔医療分：基礎課税分〕〔支援分：後期高齢者支援金等課税分〕
〔介護分：介護納付金課税分（40歳～64歳）…40歳になった月から、65歳となる月の前月まで介護分が課税。〕
　①所得割額：（平成23年中の合計所得金額－33万円）×上表の税率
　②資産割額：平成24年度の固定資産税額（土地・家屋分：共有財産を含む）×上表の税率
　③均等割額：上表の税額×国保加入者数（被保険者数）
　④平等割額：１世帯につき上表の税額
　※低所得者の負担軽減を図るため、世帯主と世帯内の国保加入者の合計所得に応じて、均等割額・平等割額の
　　７割・５割・２割分を減額する制度を設けております。
　　（ただし、未申告の方は軽減を受けられませんので、申告をお願いします。）

■世帯主に課税
　　国保税の納税義務者は世帯主の方になります。世帯主が国保に加入していない場合でも、世帯内に国保の加
　入者がいる場合は世帯主が納税義務者となります。

■年度途中での国保資格の取得・喪失
　　年税額は所得割額、資産割額、均等割額及び平等割額の合計額ですが、年度途中での社会保険離脱・加入な
　ど国保資格の取得・喪失がある場合は月割課税となります。

広報さいじょう　2012　８月号 4



平成23年度国保会計は赤字に
　国民健康保険（国保）は、わが国が世界に誇る「国民皆保険制度」を支える大切な仕組みです。西条市では、
人口の約３割が国保に加入していますが、近年その国保の運営が非常に厳しさを増し、平成23年度は合併後初め
て赤字決算となりました。
　平成24年度においても厳しい財政状況は変わらず、市は歳入確保のため、平成18年度以降据え置いていた国保
税率を引き上げるほか、国保への財政支援も合わせて行うこととしました。
　西条市国保を守り、被保険者の皆さんが安心して医療を受けることができるよう、財政健全化に向けさまざま
な取り組みを行いますので、被保険者の皆さんを始め、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■国保の医療費などについて
　市庁舎本館国保医療課　国保係　℡0897－52－1447（直通）
■国保税率について
　市庁舎本館市民税課　国保税係　℡0897－52－1274（直通）

問
合
せ

国民健康保険の被保険者の皆さんへ

平成24年度国民健康保険税率を改正します

平成23年度赤字分２億８千万円を財政支援
　そもそも国保は、法律により独立した特別会計（※）を設置し、市政全般を担う一般会計とは区別して経理す
ることになっています。独立採算を基本原則としている国保特別会計は、国・県の支出金などの特定財源のほか
は、加入者の皆さんに納めていただく国保税で運営することになっています。
　しかしながら、合併直後の国保税率統一時においては、加入者の急激な負担増を避けるため、平成17年度から
の３年間で一般会計から合計９億４千万円を繰り入れ財政支援を行いました。「一般会計から繰り入れ」を行っ
たということは、国保に加入していない方にも、国保の負担をしてもらったということになります。
　この繰り入れにより、平成18年度の税率引上げ以来、医療費の増加、所得の減少に伴う税収減にもかかわらず、
税率を実質据え置きで運営することができました。しかし、平成23年度の国保特別会計決算では、想定を超える
医療費の伸びなどから約２億８千万円の赤字となり、全額を一般会計から補てんしました。
※特別会計　受益者負担（利益を受ける方がその費用を負担するということ。）の原則に基づき設けられる独立
　　　　　　した経理管理が行われる会計

平成24年度も４億円の財政支援を
　今年度も、西条市国保が負担する医療費や後期高齢者支援金、介護納付金の増加が見込まれています。税率を
据え置いた場合、５億円以上の財源が不足し、すべてを国保税で賄うためには、３割を超える税率の引上げが必
要となります。しかし、高齢者が多いため医療費が高いにもかかわらず、所得水準が低いため国保税収入が少な
いなどの構造的な問題や、近年の景気低迷による所得低下など、国保は大変厳しい状況に置かれています。この
ような諸事情に鑑み、平成24年度につきましては、負担増の緩和措置を講ずるため国民健康保険特別会計に対し、
４億円の法定外の繰り出しを行うことにより、国保税率の引上げ率を平均７％に緩和することとしました。

財政健全化に向けてできることを
　市においても、特定健診未受診者への訪問勧奨を引き続き実施することに加え、近年医療費が増加しているが
ん対策に取り組みます。がん検診未受診者へも戸別訪問、受診勧奨を行い、早期発見・早期治療による医療費抑
制につなげます。また、ジェネリック（後発）医薬品利用差額通知を実施し、薬剤費の抑制を図るなど、健康増
進対策と医療費適正化により国保の財政改善に向け、一層の努力をしていきます。
　加入者の皆さんも日ごろからの健康管理に努め、医療費の伸びの抑制にご協力をお願いします。

あなたもできる医療費節約チェックポイント
○定期的に健康診断を受けていますか？　健診は病気の早期発見・治療に有効です。
○一つの病気で複数の医療機関を受診していませんか？　医療機関ごとに初診料等が請求されるばかりでなく、
　同じ検査や投薬で体に悪影響を与えることがあります。
○緊急性がないのに時間外、休日、深夜に受診していませんか？　いわゆるコンビニ受診をすると初診料や再診
　料が２～９倍となります。
○ジェネリック（後発）医薬品を利用していますか？　ジェネリック医薬品は先発医薬品に比べて３～５割安く
　なる場合があります。

※医療費は、平成22年度から急激に上昇していますが
　国保税額は減少しています。
※平成20年度は、制度改正により75歳以上の国保加入
　者が後期高齢者医療制度に移行したために国保税額
　が大きく減少しました。

■西条市の国保医療費および国保税額の推移
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※平成19年度から22年度までは、一般会計からの繰り
　入れなどもあって、黒字決算となっていましたが、
　平成23年度決算では、歳出額が歳入額を上回り、約
　２億８千万円の赤字が発生しました。

■西条市の国保特別会計決算額の推移
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■平成24年度の国保税率
平成24年度（改正後） 平成23年度（改正前）

医療分 支援分 介護分 医療分 支援分 介護分
区　分

①所得割額（％）

②資産割額（％）

③均等割額（円）

④平等割額（円）

課税限度額（円）

６.９

１９.０

２３,０００

１８,６００

１.７

４.８

５,８００

４,８００

５１０,０００ １４０,０００ １２０,０００ ５１０,０００ １４０,０００ １２０,０００

１.５

５.５

６,７００

３,６００

６.４

１７.６

２１,６００

１７,６００

１.６

４.４

５,４００

４,４００

１.４

５.０

６,３００

３,４００

〔医療分：基礎課税分〕〔支援分：後期高齢者支援金等課税分〕
〔介護分：介護納付金課税分（40歳～64歳）…40歳になった月から、65歳となる月の前月まで介護分が課税。〕
　①所得割額：（平成23年中の合計所得金額－33万円）×上表の税率
　②資産割額：平成24年度の固定資産税額（土地・家屋分：共有財産を含む）×上表の税率
　③均等割額：上表の税額×国保加入者数（被保険者数）
　④平等割額：１世帯につき上表の税額
　※低所得者の負担軽減を図るため、世帯主と世帯内の国保加入者の合計所得に応じて、均等割額・平等割額の
　　７割・５割・２割分を減額する制度を設けております。
　　（ただし、未申告の方は軽減を受けられませんので、申告をお願いします。）

■世帯主に課税
　　国保税の納税義務者は世帯主の方になります。世帯主が国保に加入していない場合でも、世帯内に国保の加
　入者がいる場合は世帯主が納税義務者となります。

■年度途中での国保資格の取得・喪失
　　年税額は所得割額、資産割額、均等割額及び平等割額の合計額ですが、年度途中での社会保険離脱・加入な
　ど国保資格の取得・喪失がある場合は月割課税となります。
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す
る
な
ど
、

熱
心
に
研
修
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

　

飯
岡
小
学
校
で
は
児
童
引
渡
し

訓
練
、
西
条
西
中
学
校
で
は
中
学

生
が
近
く
の
幼
稚
園
児
と
一
緒
に

避
難
す
る
様
子
を
見
て
、
特
に
、

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

「
逃
げ
ろ
、
死
ぬ
な
、
助
け
ろ
」

と
い
う
こ
と
を
児
童
や
生
徒
に
身

に
付
け
さ
せ
る
学
校
の
防
災
訓
練

に
関
心
を
も
っ
て
視
察
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、

「
西
条
市
の
取
り
組
み
は
す
ば
ら

し
い
。
小
中
学
校
で
の
防
災
訓
練

に
も
感
心
し
た
。
今
回
の
研
修
を

参
考
に
し
て
、
フ
エ
市
で
も
良
い

防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し

た
い
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
西
条
市
の
12
歳

教
育
を
紹
介
し
な
が
ら
、
フ
エ
市

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
現
地
に
合
っ

た
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲西条西中学校の避難訓練の様子

　　　　　　

　　　　　日本人にも馴染み深い「しじみ」。ベトナムの
中部、フエでは、「コムヘン」と呼ばれるしじみごはんが
名物料理としてあります。コムヘンは白ごはんに刻んだバ
ナナの花、スターフルーツ、香草などを混ぜ、その上に蒸
したしじみの身、ピーナッツ、白ゴマ、揚げた豚皮をのせ
しじみの出し汁をかけて食べます。このコムヘンは古くか
ら庶民の朝食として愛され、フエの中心を流れるフン川の
中州にあるコンヘン（ヘン＝しじみ）という島が発祥の地
だと言われています。コンヘンには、しじみに関わる仕事
をする人々が暮らしています。
　フエを訪れたら、
優雅なホテルの朝食
も良いのですが、少
し早起きをして、フ
エの庶民の味である
「コムヘン」を楽し
んでみてはいかがで
しょうか。

フエ市防災教育支援事業　コーディネーター　中村範子

▲コムヘン（しじみごはん）

▲飯岡小学校の児童引渡し訓練の様子

▲西条市長を表敬訪問したフエ市研修団の皆さん▲西条市の防災施策を学ぶ皆さん
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問合せ　市庁舎本館危機管理課　危機管理係　℡0897－52－1283　　　主催　西条市、西条市連合自治会

西条市総合防災訓練を実施します西条市総合防災訓練を実施します西条市総合防災訓練を実施します

注意事項
○参加される方は避難を想定して、なるべく徒歩・自転車などでお越しください。
○第２部の実働訓練場所に車で来られる方は、西条北中学校については市役所本庁駐車場を、東予東中学校については
　東予総合支所駐車場をご利用ください。

　今世紀前半にも発生する可能性がある南海地震などの大地震に備えて、西条市では東西の消防署管内でそれ
ぞれ年に１度の訓練を実施しています。
　東消防署管内では西条・神拝地区、西消防署管内では吉井・周布・多賀・壬生川地区において、下記の予定
で自治会や自主防災会が中心となった訓練を実施します。皆さんもぜひ参加して、体験してください。

みんなで
参加！

みんなで
体験！

東消防署管内

８月19日㈰　雨天決行開催日

【第１部】　避難訓練
　≪西条・神拝地区の全住民が対象≫
　時間：７時57分～９時
　場所：各自治会が指定した避難場所
【第２部】　実働訓練
　≪西条・神拝地区各自治会の選出者が対象≫
　時間：９時～12時
　場所：西条北中学校

西消防署管内

８月26日㈰　雨天決行開催日

【第１部】　避難訓練
　≪吉井・周布・多賀・壬生川地区の全住民が対象≫
　時間：７時57分～９時
　場所：各自治会が指定した避難場所
【第２部】　実働訓練
　≪吉井・周布・多賀・壬生川地区各自治会の選出者が対象≫
　時間：９時～12時
　場所：東予東中学校

訓練内容
・避難訓練　・初期消火訓練　・仮設トイレ設置訓練
・救出搬送訓練　
・応急救護訓練
・土のう作成訓練　
・炊き出し訓練　ほか

体験・展示コーナー
・起震車
・煙ハウス
・特殊車両の紹介
・防災グッズ展示
・関係機関による啓発や展示など

危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語
入
選
者
表
彰

■
優
秀
賞

『
危
険
物　

慣
れ
た
作
業
も　

ま
ず
確
認
』

　

伊
藤
若
美
（
㈱
ク
ラ
レ
西
条
事
業
所
）

『
危
険
物
！　

油
断
が
ま
ね
く　

大
惨
事
』

　

浅
田　

健
（
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
西
条
事
業
所
）

『
危
険
物　

事
故
は
い
つ
で
も　

油
断
か
ら
』

　

越
智
弘
司
（
㈱
菱
進
テ
ッ
ク
）

■
優
良
賞

○
鬼
頭
伸
也
（
四
国
電
力
㈱
火
力
本
部
西
条
発
電
所
）

○
矢
野
友
紀
（
日
新
工
機
㈱
東
予
営
業
所
）

○
阿
部
将
和
（
四
国
計
測
工
業
㈱
半
導
体
事
業
本
部
西
条
工
場
）

○
高
山
宣
史
（
日
新
工
機
㈱
東
予
営
業
所
）

○
横
田
祐
治
（
㈱
菱
進
テ
ッ
ク
）

○
合
田　

光
（
㈱
ク
ラ
レ
西
条
事
業
所
）

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
が
危
険
物
安
全
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

行
っ
た
推
進
標
語
の
募
集
に
、
９
事
業
所
か
ら
１
４
５
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
10
名
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

　
　
　

佐
々
木
泰
賀
さ
ん

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会

　
　
　

戸
田
孝
一
郎
会
長

■
最
優
秀
賞

『
危
険
物　

小
さ
な
気
配
り　

確
か
な
管
理
』

　

佐
々
木
泰
賀
（
住
友
金
属
鉱
山
㈱
東
予
工
場
）
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８月19日㈰　10時～21時
会場：新地通り商店街

ナイトステージ（夜の部）

●道前太鼓、開会挨拶、宝投げ、
　スポーツイベント表彰式
●ダンス夏彩祭コンテスト
●レーモンド松屋ショー
●優勝パレード・総踊り

　恒例の夏祭りイベント「夏彩祭in壬生川」が今年も

開催されます。メインステージを中心に、会場では多

彩なイベントが行われます。ぜひご来場ください。

※イベントの内容・開催時間などについては、都合により変更
　することがあります。ご了承ください。

問合せ　夏彩祭実行委員会事務局　℡0898－64－5000
16：00～21：00　司会：井坂彰、宮崎ユウ

歩行者天国・ふれあい広場
　丸太切り
　木工教室
　地元物産市
　フリーマーケットなど

タイアップスポーツイベント
　７/28　小学生ソフトボール大会
　８/４　小学生ミニバスケットボール大会
　８/19　小学生フットサル大会

７月30日㈪～８月５日㈰　だんじり２台が出展！
　西条市の観光ＰＲの一環として、白木（安知生）と塗り（上町）のだん
じり各１台が、松山空港ビルロビー展に出展し、西条まつりの魅力とだん
じり彫刻の素晴らしさを紹介します。
　併せて、西条の物産展も８月３日㈮から５日㈰まで開催しますので、松
山空港をご利用の際には、ぜひお立ち寄りください。

～おいでや　あそぼや　まちよるけん～

2011 夏彩祭 in 壬生川2012 夏彩祭 in 壬生川

行燈　恋人たちの散歩道　行燈　恋人たちの散歩道
　　　　　　　18：00～21：00
　大曲川両岸を約500個のあんどんが

幻想的な世界へとご案内します。

８月17日㈮　20時～21時　※雨天順延
会場：喜多川（加茂川河畔中堤防）

今年は約4,000発の花火が夏の夜空を彩ります。
400余年の伝統を誇る花火大会をお楽しみください。
※混雑が予想されますので、車でのお越しはご遠慮ください。

問合せ　西条市観光協会　℡0897－56－2605

●東予東中学校ブラスバンド部
●たから幼稚園
●バルーンアートショー
●レーモンド松屋ショー
●三芳祝太鼓
●エレクトーン・ライブ、ダンスステージなど

10：00～16：00　司会：井坂彰、宮崎ユウ　　　
ホットステージ（昼の部）

　丹原商店街に趣向を凝らした七夕笹飾りのアーチ

が続く七夕夏まつりは、今年で32回目を数え、丹原

の夏の夜を飾る風物詩になっています。

　昼の笹飾り、ライトアップされた夜の笹飾り…そ

れぞれの表情をお楽しみください。

七夕夏まつり写真コンテスト

８月５日㈰・６日㈪・７日㈫
笹飾りは15時～22時展示
会場：丹原商店街

※各イベントは天候等によって、中止または日程・会場などを
　変更する場合があります。ご了承ください。

丹原小学校鼓笛隊パレード
　 17：30～18：00　商店街
みんなで踊ろうダンス！ダンス！
　 18：00～19：00　お祭り広場
盆踊り連
　 19：30～21：30　商店街
チャリティーお茶会
　 18：30～21：00　中町会場

道前太鼓
　 18：30～19：00　お祭り広場
阿波踊り「吉野連」
　 19：30～21：30　商店街

火を噴く夫婦ドラゴン
　 19：00～21：30　愛媛銀行会場

ミニＳＬ
　 15：00～20：00　お祭り広場

題　材　笹飾りをアピールするもの
作　品　カラー四つ切り以上（組写真は不可）
応募用紙設置場所・作品提出先（郵送可）
　○観光交流センター内観光振興課
　○丹原総合支所総務課
　○周桑商工会
締切り　８月31日㈮必着
問合せ　丹原七夕夏まつり実行委員会事務局
　　　　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300
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西条市民公園再整備の基本設計案について

問合せ
　市庁舎別館都市計画整備課　　TEL0897－52－1547

■基本設計案のコンセプト
　１　世代交流が可能となる多彩な芝生広場や遊具の整備
　２　ユニバーサルデザインによる周遊園路傾斜の設定
　３　災害に備えた備蓄倉庫の整備、津波の浸水から逃れられる地盤設
　　　定や水源確保
　４　体育館のルーフフォルムを彷彿とさせる地形の起伏（アンジュレ
　　　ーション）
　５　本市の代名詞である「うちぬき」のせせらぎ整備
　６　市民が活用できる交流棟の整備

■基本設計案作成の手法
　基本設計の作成に当たっては「市民主体」をコンセプトとして、さまざまなまちづくり活動に携わっている地
域の代表者や地元のＮＰＯ法人、市関係各課職員による５回のワークショップを開催して最終案をまとめました。
　ワークショップでは、市民公園の現状と課題、求められる機能や対応する施設などについて活発な議論を重ね
ました。

　西条市では、歩いて暮らせるコンパクトシティ実現のため、西条市中心市街地活性化基本計画や都市再生整備
計画を策定し、さまざまな事業を行っています。このほど、その一事業である「西条市民公園再整備の基本設計
案」がまとまりましたので、概要をお知らせします。

■これまでの経緯
　西条市民公園は、中心市街地区域内にあり、約3.4ヘクタールの都市公園として昭和44年に都市計画決定され、
公園内には著名な建築家の故坂倉準三氏の設計による「旧西条市体育館」が建築されていました。
　この体育館は完成以来、地名から「鷹丸体育館」の通称で親しまれ、市民の屋内球技やイベント会場として利
用されてきましたが、老朽化により平成10年に閉館しました。
　当初はこの体育館をリフォームし、「（仮称）祭り会館」として整備を行う計画でしたが、①建物全体が老朽
化していること、②坂倉準三氏の作品として同一性を維持しながらその保全を図ることが難しいこと、③補修に
多額の費用を要することなどの理由から、「老朽化した旧鷹丸体育館については取り壊し、西条市民公園を再整
備する」との結論に至りました。

■今後の予定
　平成24年９月に着工し、26年２月の完成をめざしています。防犯面にも配慮し、見通しの良いオープンな公園
とすることで、これまで以上に市民の皆さんに親しまれる公園となることを願っています。
　工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

▲旧鷹丸体育館

▲西条市民公園の基本設計案平面図

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、

安
全
で
、
過
ご
し
や
す
い

市
民
公
園
を
め
ざ
し
ま
す
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　市では合宿都市推進事業として、各種スポーツ
などのキャンプや合宿の誘致に取り組んでいます。
　７月と８月には、次の日程で各チームが来西し
ます。見学は自由ですので、皆さんの熱い声援を
お願いします。（平成24年７月６日現在）■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

大阪学芸高等学校野球部
日程　８月10日㈮～12日㈰
場所　ひうち球場

大阪観光大学野球部
日程　８月６日㈪～10日㈮
場所　東予運動公園野球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

東海大学付属相模高等学校
サッカー部
日程　８月11日㈯～13日㈪
場所　ひうち陸上競技場

ラグビー全愛媛少年チーム
日程　８月18日㈯～19日㈰
場所　東予運動公園球技場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

甲南高等学校野球部
日程　７月30日㈪～８月３日㈮
場所　ひうち球場

同志社香里中学校・高等学校
陸上部
日程　８月１日㈬～４日㈯
場所　ひうち陸上競技場

大阪体育大学野球部
日程　８月１日㈬～３日㈮
場所　東予運動公園野球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

関西学院高等部
陸上競技部
日程　８月５日㈰～８日㈬
場所　ひうち陸上競技場

姫路独協大学サッカー部
日程　８月７日㈫～10日㈮
場所　東予運動公園球技場

同志社大学軟式野球部
日程　８月16日㈭～21日㈫
場所　東予運動公園野球場

近畿大学農学部軟式野球部
日程　８月28日㈫～31日㈮
場所　東予運動公園野球場

愛媛県陸上競技協会
夏季ジュニア強化合宿
日程　８月21日㈫～23日㈭
場所　瓶ヶ森林道

■市民総合体育大会競技種目

軟式野球

ソフトボール

バレーボール

サッカー

卓球

ソフトテニス

テニス

バドミントン

柔道

弓道

少林寺拳法

水泳

空手道

クロッケー

バスケットボール

グラウンドゴルフ

陸上競技

レク・バレー

ミニバレー剣道

一般、中学生
小学生

一般男子、中学生女子
小学生男子

一般女子、中学生
小学生

中学生、小学生

一般、高校生
中学生、小学生

一般、高校生
中学生

一般

一般、高校生
中学生、小学生

中学生、小学生

一般男子、高校生
中学生、小学生 一般

一般、高校生

一般、高校生、中学生
小学生、幼年

高校生、中学生
小学生

一般、高校生
中学生、小学生

一般、高校生
中学生、小学生

60歳以上

中学生

一般

45歳以上男子
35歳以上女子

種　　目 対　　　象 種　　目 対　　　象

■参加資格
　市民の方で、１人１種目に限ります。各種目に
よって、チーム編成などの規定があります。詳細
は各種目協会、スポーツ健康課でご確認ください。
■申込期限　８月15日㈬まで
■申込書設置場所・申込先
○市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255
○各種目協会　　○各総合支所　　○各公民館

開催日　９月２日㈰
開会式：８時からひうち陸上競技場で実施

【雨天の場合】開会式、屋内競技、サッカー、水泳、
陸上競技は挙行。その他の種目は９月９日㈰に順延し、
中学生の各種目、軟式野球一般の部は中止します。

四天王寺大学ソフトボール部
日程　８月１日㈬～２日㈭
場所　丹原総合公園多目的広場

国士舘高等学校
日本拳法部
日程　７月31日㈫～８月３日㈮
場所　丹原体育館

大阪学院大学高等学校
日本拳法部
日程　７月31日㈫～８月３日㈮
場所　丹原体育館
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【家庭での節電ポイント】

○夏の室温は28℃を目安に
○２部屋で使用の場合には、１部屋（１台）で使用。
○「すだれ」や「よしず」などで日差しをカット
※窓からの日差しを和らげることで、冷却効果がアップ。

○使わない時は、こまめに消灯
※電球の種類でも、消費電力が変わります。
※LED電球は、白熱電球に比べて価格は高め
　ですが、電力消費が少なく、長寿命です。

○設定温度を「強」から「中」に
※詰め込みすぎに気を付け、ドアの開閉回数、
　開放時間を減らすと効果的です。

○明るさ、音量は控えめに
※テレビは画面輝度や音量が増すと消費
　電力も増えます。省エネモードの活用も効果的です。

○待機電力のカットも効果があります。
※電気製品本体の電源を切ったり、長時間使わない場合は
　コンセントからプラグを抜くことも節電につながります。

○ご飯は朝にまとめて炊く
※早朝にタイマー機能で１日分をまとめて
　炊飯し、冷蔵庫・冷凍庫に保存しましょう。

節電へのご理解とご協力をお願いします
　四国電力管内では、今夏の電力需給が大変厳しくなると想定されています。
こうした状況を踏まえ、今夏においても、この冬に実施した「節電」が引き続き必要となります。
　西条市は９月30日までの間、一部施設を除く市関連施設で、以下のとおり節電対策を実施しています。ご利用
の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
　ご家庭では、電力消費が増加する７月２日から９月７日の平日昼間時間帯（午前９時～午後８時）を中心に、
引き続き節電のご協力をお願いします。

ー　日ごろのちょっとした積み重ねが節電につながります　ー

○エアコンの稼働時間は、開館時間から閉館30分前まで
　です。
○設定温度は28℃にしています。

○昼休み中は、執務室の照明を消灯しています。
○執務時間終了後は、廊下などの共用部分の照明を消灯し
　ています。
○通路部分の蛍光灯を間引き点灯しています。
○庁舎本館の蛍光灯を、低消費電力蛍光灯（ＣＣＦＬ）に
　交換しました。
※ＣＣＦＬとは、日本語で「冷陰極管」といい、一般蛍光灯と比べ、
　より長寿命かつ細管化に優れており、主に産業用機器光源として
　40年来活躍した光源です。ノートPC、液晶TVのバックライト光源
　として長年使用された実績があります。（CCFL普及ハンドブックより）

○一部エレベーターの運転を休止しています。

○ＯＡ機器関連の節電、クールビズの実施などの節電対
　策を実施しています。

【西条市関連施設の対応】

西条市のホームページ　
　　　　　　　　使いやすさで県内トップ

　㈱愛媛経済レポートが、県内20市町のホームページのトップページを対象に
行った調査で、西条市は「使いやすさ」で第１位に評価されました。

　この調査は、高齢者や障害者などを含む、あらゆるインターネット利用者に

とって使いやすいかどうか（Ｗｅｂアクセシビリティ）について、総務省の公

開しているホームページのアクセシビリティをチェックするツールを使用して

点数化したものです。

　今後も分かりやすく、使いやすいウェブサイトの構築に努めてまいります。
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

「赤とんぼ」が舞ったあの日の空
　　　　　　　　　　　　　～ 遠き日に思いをはせて ～

　中山川河口左岸の埋め立て地には工場が建ち並んでいま
すが、この場所が「飛行地」と呼ばれたことがあります。
　その由来は、昭和13年から15年にかけて、当時の逓信・
海軍両省によって約30万坪もの大規模な海岸埋め立て工事
が行われ、この地が飛行場として整備されたからです。当
初は、逓信省により愛媛地方航空機乗員養成所として使用
されましたが、第二次世界大戦開戦後は海軍航空隊の練習
基地となり、「赤とんぼ」と呼ばれた九三式中間練習機の
空を舞う姿がよく見られたそうです。
　戦時中には、旧制中学生を含む多くの人々が滑走路の整
備や飛行機の退避壕造りなどの勤労奉仕に駆り出され、空
襲を受けることのほとんどなかった東予地区で、ここだけ

はアメリカ軍の機銃掃射や空爆を受けました。終戦後は、
食料確保のための畑地として開墾されサツマイモなどが作
られたり、塩の生産が行われた時期もありましたが、昭和
36年ころからはゴルフ場となり今日に至っています。
　その「飛行地」の一角からは大阪南港行きの大型フェリ
ーが就航するなど、現在では物流拠点となっていますが、
ゴルフ場の片隅
に当時の給水塔
や防空壕が残っ
ており、また記
念碑や平和観音
像なども安置さ
れ静かに平和の
尊さを訴えてい
るのです。

からは、書道の全国的な組織である「書神会」を興すなど
書家として大きな功績を残し、また俳句や油絵など幅広い
分野でも活躍されます。
　「夏のあくび」は、月刊雑誌「少年倶楽部」（講談社）
の大正11年９月号に発表されたもので、真夏の昼下がりの
うだるようなさまが、品良く素朴に描き出されています。
　石根小学校の校門を入ってすぐ左側の木立ちの中には、
この歌詞の記念碑があります。昭和43年、先生が73歳の時
に地域の皆さんの尽力により建てられたものです。
　また書家としては、20歳の時に地元から頼まれ揮毫した
水門の記念碑が妙口地区に現存していますが、そのお礼が
小松銘菓の「よし乃餅」であったという思い出を、自身の
喜寿を記念した座談会で先生自ら語っておられます。
　今も残る先生の足跡をたどってみてはいかがですか。

郷土に残る偉人の足跡を訪ねて
　　　 　　　　　　～ 芸術文化に秀でた織田子青先生 ～

　　　　　　　　　　　　　『夏があくびをしているよう
　　　　　　　　　　　　　だ／桐のひろ葉がだるそうに
　　　　　　　　　　　　　／さよらさよらとゆれている
　　　　　　　　　　　　　／夏のあくびは七十五日／長
　　　　　　　　　　　　　い長いと畑の芋はだるくてね
　　　　　　　　　　　　　むくてゆれている／夏が畑で
　　　　　　　　　　　　　あくびをしてる』これは郷土
の偉人・織田子青先生の童謡「夏のあくび」の歌詞です。
　明治29年、小松町妙口（当時は石根村妙口）に生まれた
先生は、愛媛師範学校を経て大正８年に24歳で上京、童謡
や童話の創作活動を開始します。大正15年に今治に移って

した丹原もぎたて倶楽部は、
小学生の体験学習の受け入れ
や、収穫される農産物の良さ
を紹介するなど、地域の情報
を発信しています。
　今年は９月２日(日)が小中
学校の夏休み最後の日となり
ますが、その日には夏休みの思い出づくりとなるよう「丹
原もぎたて祭2012　夏」の開催を予定しています。今年で
３回目となるこの行事では、ザリガニ釣りなど子どもたち
が喜ぶ各種イベントを用意しています。ご家族おそろいで
出かけてみてはいかがですか。なお、今年はイベント当日
の果物狩りは行いませんのでご了承ください。
〔丹原もぎたて祭や果物狩りに関する問合せ〕
　　　　　　丹原もぎたて倶楽部　TEL 080－6385－1801

夏休み最後の思い出づくりに…　　 　　　　　　　
　　　　　                                                   ～ 丹原もぎたて祭 ～

　丹原町西部地区は西日本有数の樹園地帯として、古くか
ら愛宕柿やみかん等が栽培されてきました。近年では農業
経営の安定化のため、いちご・スモモ・桃・いちじく・ぶ
どう等多くの果物が栽培され、またグリーン・ツーリズム
の広がりとともに、自然の恵みを感じながら旬の味覚を楽
　　　　　　　　　　　　しむことのできる体験・観光農
　　　　　　　　　　　　園もにぎわいを見せています。
　　　　　　　　　　　　　そうした中、みどりと実りと
　　　　　　　　　　　　みんなの笑顔を大切に守りなが
　　　　　　　　　　　　ら「夢ある農業。農業を面白い
　　　　　　　　　　　　ものに！」をモットーとして、
　　　　　　　　　　　　観光農園を運営する農家が組織

「瀬戸の内海見下して石鎚の峯仰ぎつつ…」と記された
記念碑と恒久平和を希求する観音像

にぎわいを見せる「もぎたて祭り」

ザ
リ
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ニ
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あ
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念
碑 きごう
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味
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、
他
の
追
随
を
許
さ
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い
ア

ド
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ン
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を
誇
っ
て
い
る
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『
西
条
の
海
を
守
る
』
と
の
強

い
思
い
を
抱
く
梅
本
会
長
と
内
海

社
長
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
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「
西
条
の
良
好
な
干
潟
漁
場
で

採
れ
る
黒
ば
ら
と
青
海
苔
は
残
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
条
産
品

の
販
路
開
拓
や
新
た
な
商
品
の
開

発
に
対
す
る
支
援
も
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

㈱
西
条
産

業
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報
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援

セ
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ー
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産
業
技
術
支

援
室
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
、
こ
の
ほ
ど
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た
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岡
崎
正
樹
（
お
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ざ
き
ま
さ
き
）

氏
が
加
わ
り
ま
し
た
。

■
経
歴
　
栃
木
県
出
身
の
70
歳
。

信
州
大
学
繊
維
学
部
を
卒
業
後
、

１
９
６
８
年
に
㈱
ク
ラ
レ
に
入
社
。

生
産
現
場
や
研
究
開
発
、
商
品
企

画
な
ど
の
業
務
に
従
事
。
同
社
を

退
職
後
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
。
西
条

市
に
在
住
し
て
６
年
を
数
え
る
。

■
コ
メ
ン
ト
　
水
に
恵
ま
れ
た
西

条
市
は
、
陣
屋
跡
を
中
心
と
し
た

歴
史
あ
る
文
武
両
道
の
城
下
町
で

す
。
こ
の
地
に
建
つ
㈱
ク
ラ
レ
は
、

岡
山
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま

す
。
工
業
面
の
発
展
と
文
化
面
の

充
実
が
、
ま
す
ま
す
西
条
を
豊
か

に
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
培

っ
た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
た
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
「
黒
ば
ら
の
り
は
、
海
の
高
級

野
菜
で
す
」

　

㈱
タ
ツ
ノ
コ
の
梅
本
文
雄
会
長

と
内
海
伸
彦
社
長
は
そ
う
語
る
。

平
成
元
年
に
現
会
長
の
梅
本
氏
が

設
立
し
た
同
社
は
、
海
苔
の
卸
・

加
工
販
売
会
社
で
あ
る
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「
黒
ば
ら
の
り
」
と
は
、
収
穫

し
た
海
苔
を
ミ
ン
チ
に
し
て
板
状

に
加
工
す
る
板
海
苔
と
は
異
な
り
、

摘
み
た
て
の
黒
海
苔
を
そ
の
ま
ま

の
形
状
で
加
工
し
た
も
の
で
あ

る
。
同
社
で
は
こ
の
「
黒
ば
ら
の

り
」
を
商
標
登
録
し
全
国
各
地
で

販
売
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
日
の

状
況
に
至
る
ま
で
に
は
大
変
な
苦

労
を
重
ね
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

　
「
黒
ば
ら
の
り
」
の
取
り
扱
い

を
始
め
た
こ
ろ
に
は
、
ど
こ
に
行

っ
て
も
同
社
が
相
手
に
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
板
海
苔
し
か
見

た
こ
と
が
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し

て
食
べ
る
の
か
分
か
ら
な
い
消
費

者
は
も
と
よ
り
、
19
㎝
×
21
㎝
と

い
う
海
苔
の
規
格
で
は
な
い
た
め

業
界
か
ら
も
海
苔
と
し
て
認
め
ら

れ
ず
、
思
う
よ
う
に
販
売
に
つ
な

が
ら
な
い
時
期
が
長
く
続
い
た
。

常
に
高
い
栄
養
成
分
が
保
た
れ
た

の
で
あ
る
。
事
業
化
に
向
け
た
確

か
な
道
筋
が
開
か
れ
た
の
だ
。

　

今
日
、「
焼
き
ば
ら
」
や
「
味

ば
ら
」
な
ど
、
多
く
の
商
品
を
取

り
そ
ろ
え
て
全
国
展
開
を
す
る
ま

で
に
同
社
は
至
っ
て
い
る
。

■
生
産
者
育
成
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
も
挑
戦

　

現
在
、
同
社
で
は
、
県
外
の
若

手
海
苔
生
産
者
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
次
世
代
の
担
い
手
確
保
の
取

り
組
み
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

　

国
内
の
海
苔
生
産
業
は
、
韓
国

産
や
中
国
産
と
い
っ
た
安
価
な
海

苔
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
な
ど
の

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
生
産
者
数

を
減
ら
し
て
い
る
。
海
苔
は
水
質

や
干
満
差
に
よ
り
品
質
が
大
き
く

変
わ
る
た
め
、
遠
浅
海
岸
が
続
く

西
条
の
漁
場
で
採
れ
た
海
苔
の
風

■
転
機
と
な
っ
た

　
　
　
　
特
殊
焼
加
工
機
の
開
発

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
同
社
に

転
機
が
訪
れ
る
。

　

数
年
間
に
も
及
ぶ
試
行
錯
誤
の

末
、
ば
ら
の
り
特
有
の
海
苔
の
固

ま
り
を
芯
ま
で
焼
く
こ
と
が
で
き

る
、
遠
赤
外
線
特
殊
焼
加
工
機
の

開
発
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

ば
ら
の
り
は
、
あ
る
程
度
の
固

ま
り
が
な
け
れ
ば
パ
リ
ッ
と
し
た

食
感
が
出
な
い
た
め
商
品
価
値
が

下
が
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
従

来
の
機
械
を
固
ま
り
の
あ
る
ば
ら

の
り
の
加
工
に
用
い
る
と
、
海
苔

の
重
な
っ
て
い
る
部
分
が
焼
け
過

ぎ
て
苦
く
な
り
、
芯
ま
で
お
い
し

い
商
品
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
独

自
開
発
し
た
加
工
機
は
こ
う
し
た

課
題
を
一
気
に
解
決
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
思
い
も
よ
ら
な

い
効
果
も
生
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

通
常
、
海
苔
に
熱
を
加
え
る
と

栄
養
成
分
が
破
壊
さ
れ
、
風
味
は

落
ち
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

同
社
が
開
発
し
た
遠
赤
外
線
特
殊

焼
加
工
機
で
は
、
海
苔
本
来
の
風

味
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
非

information vol.92

㈱
タ
ツ
ノ
コ
（
壬
生
川
）

【写真上】  西条で採れた自
慢の海苔を使った商品

【写真右】  新たな取り組み
に挑戦している内海社長

【写真下】  全国で西条産品
を販売する㈱タツノコ

新
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 　

岡
崎
正
樹
氏
が
就
任

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

岡崎正樹 氏
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

次
の
要
件
を
満
た
し
、
嘱
託
医

が
特
別
障
害
者
（
児
）
と
認
め
る

方
に
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

■
対
象
者　

法
律
で
定
め
る
程
度

の
状
態
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
以
上
の
者　

■
支
給
要
件

○
自
宅
で
療
養
し
て
い
る
こ
と

○
施
設
に
入
所
、
ま
た
は
入
院
し

　

て
い
な
い
こ
と

○
所
得
が
限
度
額
を
超
え
て
い
な

　

い
こ
と

■
支
給
額　

　

月
額
２
万
６
２
６
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

■
対
象
者　

法
律
で
定
め
る
程
度

の
状
態
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
未
満
の
者　

■
支
給
要
件

○
障
害
年
金
等
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

○
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
所
得
が
限
度
額
を
超
え
て
い
な

　

い
こ
と

■
支
給
額　

　

月
額
１
万
４
２
８
０
円 

【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
愛
媛

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
も
れ
な

く
登
載
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
載
資
格
者

　

西
条
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

４
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
１
年
に
90
日
以
上
、
漁
業

を
営
む
方
ま
た
は
漁
業
に
従
事
し

て
い
る
方
。

■
申
請
期
限　

９
月
５
日
㈬

■
申
請
方
法　

提
出
先
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

○
ひ
う
ち
・
西
条
市
・
壬
生
川
・

　

河
原
津
の
各
漁
業
協
同
組
合

○
市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

○
東
予
総
合
支
所

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
東
予
分
室

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

　　

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
児
童
を

監
護
す
る
父
親
か
母
親
、
養
育
者

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
要
件

○
児
童
が
障
害
を
受
給
事
由
と
す

　

る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

○
法
律
で
定
め
る
程
度
の
状
態
に

　

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

　

し
て
い
る
こ
と

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

　

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
監
護
す
る
人
の
所
得
が
限
度
額

　

を
超
え
て
い
な
い
こ
と

■
支
給
額

○
障
害
の
程
度
が
１
級
の
場
合　

　

月
額
５
万
４
０
０
円

○
障
害
の
程
度
が
２
級
の
場
合

　

月
額
３
万
３
５
７
０
円

■
現
況
届

　

手
当
受
給
中
は
、
年
１
回
の
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。
返
還
の
申
し
出
は
、

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

方
で
も
可
能
で
す
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

　

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

　

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

　

貨
、
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

　

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

　

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
還
さ

　

れ
た
も
の

■
問
合
せ　

　

新
居
浜
税
関
支
署　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

３
４
０
５

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す

　

原
爆
死
没
者
な
ら
び
に
戦
争
で

亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く
の
方
々
の

ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈
念

し
て
、
１
分
間
の
黙
と
う
が
次
の

日
時
で
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
家
庭
や
職
場
な
ど

に
お
い
て
、
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
広
島
平
和
記
念
日

　

８
月
６
日
㈪　

８
時
15
分

○
な
が
さ
き
平
和
の
日

　

８
月
９
日
㈭　

11
時
２
分

○
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

　

す
る
日

　

８
月
15
日
㈬　

正
午

平
和
記
念
日
・
終
戦
記
念
日
に

黙
と
う
を
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20
日
㈪　

国
民
健
康
保
険
税
第
１

　

期
分
、
固
定
資
産
税
第
２
期
分

　

の
督
促
状
の
発
送

31
日
㈮　

国
民
健
康
保
険
税
第
２

　

期
分
、
市
県
民
税
第
２
期
分
の

　

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま

　

す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

８
月
の
市
税
ご
よ
み

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に
よ

り
小
学
校
就
学
前
児
童
に
対
し
、

通
院
・
入
院
に
係
る
医
療
費
の
一

部
負
担
金
を
全
額
助
成
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
24
年
７
月
診
療
分
か

ら
、
小
・
中
学
生
の
入
院
に
係
る

医
療
費
の
一
部
負
担
金
も
、
全
額

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

■
助
成
を
受
け
る
方
法　

　

医
療
機
関
窓
口
で
一
部
負
担
金

を
支
払
っ
た
後
、
領
収
書
な
ど
関

係
書
類
を
添
え
て
市
役
所
窓
口
で

払
戻
し
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
審
査
は
、
高
額
療
養
費
の

確
認
な
ど
、
一
部
負
担
金
の
額
が

決
定
す
る
ま
で
に
日
数
を
要
す
る

た
め
、
請
求
か
ら
振
込
み
ま
で
、

３
か
ら
５
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

■
請
求
期
限　

　

診
療
月
の
翌
月
か
ら
６
カ
月
以
内

※
請
求
が
遅
れ
た
場
合
、
助
成
を

　

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
請
求
は
お
早
目
に
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

小
・
中
学
生
の
入
院
に
係
る

医
療
費
へ
の
助
成
を
開
始

■
特
別
収
集
す
る
ご
み

　

１
家
庭
に
つ
き
、
次
の
と
お
り

収
集
し
ま
す
。

○
バ
ッ
テ
リ
ー　

２
個
ま
で

○
タ
イ
ヤ　
　
　

５
本
ま
で

■
収
集
方
法

　

市
が
指
定
す
る
期
日
（
９
月
上

旬
ま
た
は
中
旬
予
定
）
に
、
市
庁

舎
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
ご
み
を

持
ち
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

持
ち
込
み
の
期
日
は
、
申
し
込

み
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

８
月
17
日
㈮
～
31
日
㈮

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
、
直
接
担
当
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
西
条
地
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
東
予
地
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係　

○
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係　

○
小
松
地
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係　

家
庭
に
あ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
・

タ
イ
ヤ
を
特
別
収
集
し
ま
す

■
ご
み
収
集
の
休
み

　

お
盆
は
次
の
日
程
で
ご
み
収
集

を
お
休
み
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
地
区
の
方
は
、
次
の

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
８
月
15
日
㈬

　

西
条
地
区
・
東
予
地
区

○
８
月
1６
日
㈭

　

西
条
市
全
域

※
お
盆
明
け
は
大
量
に
ご
み
が
出

　

る
た
め
、
収
集
時
間
が
大
幅
に

　

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
ル
ー
ル
を
守
り
、
必
ず
朝
８
時

　

ま
で
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し
て

い
る
方
へ

　

ご
み
収
集
の
休
み
を
周
知
す
る

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
チ
ラ
シ
を

担
当
課
窓
口
、
各
公
民
館
に
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り
の
休
み

　

お
盆
は
下
表
の
日
程
で
各
業
者

が
お
休
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
く
み
取
り
の
依
頼

が
集
中
す
る
の
で
、
早
め
に
業
者

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
く
み
取
り
業
者
は
地
域
に
よ
っ

　

て
異
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

お
盆
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く
み

取
り
を
お
休
み
し
ま
す

■し尿くみ取り業者の休業予定期間

西条環境整備㈱　　　　℡0897－55－3244
㈲石鎚スカイクリーン　℡0897－57－7655
周桑衛生企業組合　　　℡0898－65－5659
㈲三芳衛生社　　　　　℡0898－66－4098
㈲丹原清掃社　　　　　℡0898－68－5015
ヒカリ環境開発㈲　　　℡0898－68－6533
周桑衛生企業組合　　　℡0898－72－5226
㈱小松協同企業　　　　℡0898－72－4498

８月15日㈬～16日㈭
８月15日㈬～16日㈭
８月15日㈬～19日㈰
８月14日㈫～19日㈰
８月15日㈬～16日㈭
８月19日㈰
８月15日㈬～19日㈰
８月14日㈫～16日㈭

西　条

東　予

丹　原

小　松

担当地域 業　　者　　名 休 業 期 間
※日曜日は定休日

　感電などの電気事故は、夏季に集中して発生しています。そ
のため８月を「電気使用安全月間」と定め、経済産業省主唱の
もと、電気使用安全の周知・啓発のため街頭キャンペーン、電
気安全講習会の開催、電気設備の点検や不良
設備の改修促進などの活動を行っています。
　電気機器は安全に使いましょう。
■問合せ　四国電気保安協会　愛媛支部
　　　　　西条事業所　℡0897－56－5069

８月は電気使用安全月間です８月は電気使用安全月間です
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西
条
市
で
は
、
高
齢
者
や
心
身

障
害
者
（
児
）
の
ふ
れ
あ
い
と
生

き
が
い
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
週
水
曜
日
に
公
衆
浴
場

を
無
料
開
放
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

一
部
の
浴
場
で
開
放
時
間
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
の
際
に

は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
必
ず
、
無
料
利
用
券
を
公
衆
浴

　

場
に
渡
し
て
利
用
す
る
。

○
公
衆
浴
場
の
指
示
に
従
っ
て
、

　

ほ
か
の
入
浴
者
に
迷
惑
を
か
け

　

な
い
。

■
各
浴
場
無
料
開
放
時
間

（
毎
週
水
曜
日
）

○
湯
之
谷
温
泉

　

10
時
～
15
時

○
明
神
湯

　

15
時
～
20
時

○
宝
湯

　

15
時
～
21
時

○
道
前
渓
温
泉

　

12
時
～
21
時

■
利
用
券
の
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

公
衆
浴
場
無
料
開
放
事
業
利
用
券
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

浴
場
開
放
時
間
の
変
更

　

結
婚
50
周
年
（
金
婚
）
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
を
、
老
人
福
祉
大

会
（
９
月
28
日
㈮
に
丹
原
文
化
会

館
に
て
開
催
予
定
）
で
お
祝
い
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、

ぜ
ひ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

　

昭
和
37
年
に
婚
姻
届
を
さ
れ
た

ご
夫
婦

■
届
出
方
法　

　

担
当
課
、
各
公
民
館
に
あ
る
届

出
書
に
て
、
８
月
24
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

結
婚
50
周
年
の

金
婚
式
を
お
祝
い
し
ま
す

　　
「
木
製
都
市
構
想
」
の
一
環
と

し
て
、
西
条
産
材
の
柱
等
を
使
用

し
た
住
宅
等
の
木
造
施
設
を
建
築

す
る
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

新
築
す
る
木
造
施
設
に
使
用
し

て
い
る
西
条
産
材
の
柱
等
の
本
数

に
、
次
の
補
助
単
価
を
乗
じ
た
金

額
。（
上
限
20
万
円
）

○
ヒ
ノ
キ
柱　

１
本
２
３
０
０
円

○
ス
ギ
柱　
　

１
本
１
８
０
０
円

※
柱
の
長
さ
３
メ
ー
ト
ル

■
補
助
要
件

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
市
内
に
新
築
す
る
木
造
施
設
で

　

あ
る
こ
と 

○
市
内
に
在
住
の
方
ま
た
は
在
住

　

す
る
予
定
の
方
で
あ
る
こ
と 

○
西
条
産
材
の
認
証
を
受
け
て
い

　

る
柱
等
を
使
用
す
る
こ
と 

○
木
造
施
設
の
面
積
が
20
坪
（
約

　

66
㎡
）
以
上
で
あ
る
こ
と 

○
「
え
ひ
め
材
の
家
づ
く
り
促
進

　

支
援
事
業
」
に
よ
る
柱
材
の
提

　

供
を
受
け
て
い
な
い
こ
と 

○
市
内
に
事
務
所
の
あ
る
施
工
業

　

者
に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と

■
申
込
期
限
　
平
成
25
年
３
月

※
上
棟
期
限
（
確
認
期
限
）
に
つ

　

い
て
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日

■
申
込
先

○
市
庁
舎
本
館
林
業
課　

林
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
推

　

進
協
議
会
（
い
し
づ
ち
森
林
組

　

合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

西
条
産
材
で
建
築
す
る

木
造
施
設
に
補
助
金
を
交
付

日本年金機構では国民年金保険料の
収納業務等を民間委託しています

■問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1368

　日本年金機構では、国民年金保険料を納め忘れの方に対し
て、電話・文書・訪問などによる納付の案内や免除等の申請
手続きの案内を民間事業者へ委託しています。

納付や免除等の申請案内する民間委託事業者
　㈱アイヴィジット　℡0120－989－428
納付や免除等の申請案内する民間委託事業者
　㈱アイヴィジット　℡0120－989－428
振り込め詐欺などにご注意を!!
　委託業者が電話により納付の案内を行う場合は、お客様の
納付状況を確認しながら、日本年金機構が発行する納付書に
より、最寄りの金融機関やコンビニエンスストアなどで、保
険料を納めていただくよう依頼します。
　このため、銀行の口座番号を指定し、ＡＴＭの操作により
保険料の振り込みをお願いすることは一切ありません。
　委託事業者の「納付督励員」が訪問して保険料をお預かり
する場合、身分証(納付督励員証明書)を提示して、日本年金
機構が発行する納付書をお持ちの方に限り、お預かりするこ
とが可能となっています。納付書をお持ちでない方から、お
預かりすることは決してありません。また、個人情報は厳格
に管理する措置が講じられていますのでご安心ください。

自転車乗車中や歩行中の交通事故が多発!!
交通安全に気をつけましょう！

■問合せ　西条警察署　　℡0897－56－0110
　　　　　西条西警察署　℡0898－64－0110

■道路を自転車や歩いて横断する皆さんへ
○通り慣れた道ほど危険がいっぱい。いつでもどこでも安全
　確認をしましょう。
○朝晩の散歩は、明るい色の服装と「ピカッ」と光る反射材
　を身につけましょう。

■車を運転する皆さんへ
○深夜、早朝でも道路を横断する歩行者がいると思って運転
　しましょう。
○児童や高齢者を見かけたら減速し、十分な間隔を取って通
　行しましょう。

■高齢者やそのご家族、
　　高齢者の介護をされている皆さんへ
　現在、西条市高齢者交通安全アドバイザー４人、警察署の
高齢者安全安心サポーター８人の計12人が、高齢者の家庭を
訪問し、高齢者やご家族の方に交通事故防止等を呼び掛けて
います。訪問の際は、ご協力をよろしくお願いします。
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地
域
審
議
会
は
、
新
市
建
設
計

画
の
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
皆

さ
ん
に
審
議
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　

今
回
は
第
16
回
目
で
、
左
表
の

日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
行
政
改
革
推
進
課

　

地
域
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
４
６

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

■第16回地域審議会の日時・場所（予定）

東予地区
地域審議会

８月27日㈪
10時
８月29日㈬
13時30分
８月31日㈮
10時
８月31日㈮
14時

小松地区
地域審議会 石根公民館　つばきホール

市庁舎別館５階　53会議室

東予総合福祉センター
２階会議室

丹原福祉センター
２階大会議室

西条地区
地域審議会
丹原地区
地域審議会

審議会名 日　　時 会　　　場

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

の
事
変
地
ま
た
は
戦
地
の
区
域
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

■
請
求
期
限

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

※
書
状
贈
呈
の
請
求
書
は
市
庁
舎

　

別
館
社
会
福
祉
課
・
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
総

務
課　

管
理
室　

業
務
担
当

ＴＥＬ
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
方
へ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

　　

中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
）
制
度
は
、
国
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
小
企
業
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。
そ
の
掛
金
は
全
額
非
課

税
と
な
り
ま
す
。
国
と
市
で
は
、

掛
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を

設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

ＴＥＬ
０
３

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

中
小
企
業
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

　

こ
れ
ま
で
、
年
２
回
実
施
し
て

い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
、
１
年
を
通
し
て
、
皆
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

活
動
へ
の
参
加
を
応
援
す
る
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０

１
２
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
窓
口
に
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
、
分
野
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

○
本
所
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

○
西
条
支
所
（
も
て
こ
い
元
気
館

内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
８
７
３

○
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

URLhttp://nv.pref.ehim
e.jp/

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

退
職
金
の
確
保
は
国
の
中
退
共

制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
２

　

バ
ッ
タ
や
ト
ン
ボ
な
ど
身
近
な

昆
虫
を
観
察
し
よ
う
。

■
日
時　

９
月
15
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

小
松
大
谷
池
農
村
公
園

■
講
師　

西
条
自
然
学
校

　
　
　
　

今
川
義
康
氏

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

■
申
込
期
限　

９
月
10
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

第
２
回　

自
然
観
察
会

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
を
解
決
し
、
市
民

一
人
一
人
が
尊
重
さ
れ
る
温
か
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
９
日
㈰　

13
時
30
分
開
会

■
会
場　

　

丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

　

人
権
啓
発
劇
「
出た

び
だ
ち発

」　

■
出
演　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
８

■
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展
示

　

９
月
８
日
㈯
か
ら
集
い
終
了
ま

で
、
小
ホ
ー
ル
に
て
市
内
児
童
生

徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い

　
　
　
　
　
　

～
丹
原
会
場
～

【
し
あ
わ
せ
博
】

～
幸
せ
の
カ
タ
チ
揃
っ
て
ま
す
～

■
期
間

　

８
月
28
日
㈫
～
９
月
２
日
㈰　

　

10
時
～
17
時

■
内
容

　

風
船
や
衣
装
、
プ
チ
ギ
フ
ト
な

ど
、
人
生
の
門
出
と
な
る
ブ
ラ
イ

ダ
ル
を
彩
る
物
を
展
示
。

　

西
条
で
生
ま
れ
育
ち
西
条
で
年

を
重
ね
た
い
、
そ
ん
な
二
人
に
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

差別をなくする市民の集い（丹原会場）差別をなくする市民の集い（丹原会場）

人権啓発劇 出発（たびだち）人権啓発劇 出発（たびだち）
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■
日
時　

８
月
26
日
㈰

　
　
　
　

７
時
15
分
～
15
時
50
分

■
場
所　

瓶
ヶ
森
登
山
道

※
送
迎
バ
ス
は
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
発
着
で
す
。

■
内
容　

　

瓶
ヶ
森
の
自
然
の
中
を
ご
み
を

拾
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
コ

ー
ス
の
途
中
で
ク
イ
ズ
に
答
え
た

り
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
が
あ
っ

た
り
な
ど
、
西
条
の
環
境
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

後
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク

を
作
成
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
西
条
自
然
環
境
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
雨
天
時
の
学
習
会
開
講
時
間

　

８
時
30
分
～
11
時
50
分

■
対
象

　

西
条
市
民
の
方
で
、
自
己
の
健

康
に
責
任
の
持
て
る
方

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
定
員　

１
０
０
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
期
限　

８
月
12
日
㈰

■
申
込
先

　

㈳
西
条
青
年
会
議
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
３
８

URLhttp://w
w

w
.saijo-jc.jp/

西
条
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

　

愛
媛
県
内
の
伝
統
工
芸
・
産
業

活
動
・
創
作
活
動
な
ど
を
紹
介
す

る
「
ふ
る
さ
と
の
芸
術
」。

　

今
回
は
宇
和
島
市
の
牛
鬼
祭
り

や
真
珠
工
芸
、
闘
牛
な
ど
を
紹
介
。

【
展
示
期
間
】

　

８
月
15
日
㈬
～
26
日
㈰

　

９
時
～
17
時

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

【
場
所
】　

丹
原
文
化
会
館

【
体
験
教
室
】

　

８
月
26
日
㈰

　

10
時
～
・
13
時
30
分
～

■
内
容
・
定
員
（
予
約
優
先
）

○
竹
ぼ
ら
吹
き

　

５
０
０
円　

各
30
人

※
竹
ぼ
ら
一
本
持
ち
帰
り

【
お
話
し
会
】

　

８
月
26
日
㈰　

13
時
～
13
時
20
分

【
問
合
せ
】　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
え
ひ
め
「
ふ
る
さ
と
の
芸
術
」

第
５
回
宇
和
島
・
牛
鬼
と
伝
統
文
化

■
日
時　

　

８
月
25
日
㈯　

13
時
30
分
開
演

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館　

展
示
室

■
講
師

　

愛
媛
県
美
術
館
専
門
学
芸
員

　

梶
岡
秀
一
氏

■
演
題

　

彫
刻
家
伊
藤
五
百
亀

　

～
生
涯
と
作
品
と
時
代
～

■
内
容

　

西
条
市
出
身
で
日
本
を
代
表
す

る
彫
刻
家
・
伊
藤
五
百
亀
氏
の
代

表
作
品
を
通
じ
て
、
氏
の
生
涯
を

紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
場
に
作
品
原
型
の

一
部
を
展
示
し
ま
す
。
郷
土
出
身

の
先
人
の
優
れ
た
業
績
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

歴
史
文
化
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
６
２
８

伊
藤
五
百
亀
顕
彰
講
演
会

▲西条運動公園に展示している
　伊藤五百亀氏作品「木陰の柵」

受講料　500円
問合せ　市庁舎別館社会教育課　社会教育係
　　　　℡0897－52－1254

日時 ９月28日㈮
18時30分開場　19時開演
総合文化会館　大ホール場所

受講券取扱所
市庁舎別館社会教育課
各総合支所内市教育委員会分室
総合文化会館、丹原文化会館、
中央公民館、各公民館、各図書館

西条市文化講演会

シンガーソングライター
佐田玲子氏
さだまさしの実妹。「白鳥座」でプロ
デビュー、「心にスニーカーをはいて」
等がヒット。グループ解散後は、ソロ
として活動。「感謝状」等がヒット。
精力的にライブ活動を行うと同時に番
組パーソナリティーとしても活躍。
ＦＭ愛媛「佐田玲子～music essay～
いつだって、どこだって… WITH YOU」
等に出演中。

　シンガーソングライター・佐田玲子さんが音楽活動
への想い、兄・さだまさしとの兄弟愛や母への想い、
ふるさとへの想いと感謝をテーマに、トークとアコー
スティック LIVE を行います。

※講演中の託児を希望される方は、前日までに社会教育
　課へお申し込みください。
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中
国
四
国
地
方
の
国
立
公
園
に

配
置
さ
れ
た
6
名
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
出
会
っ
た
、
各

公
園
独
自
の
特
色
を
持
つ
す
ば
ら

し
い
自
然
や
人
々
の
活
動
な
ど
を

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

　

７
月
28
日
㈯
～
８
月
19
日
㈰

　

９
時
～
16
時

■
場
所　

東
予
野
営
場
管
理
棟　

西
条
市
河
原
津
（
休
暇
村
瀬
戸
内

東
予
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
プ
場
内
）

■
問
合
せ　

○
松
山
自
然
保
護
官
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
１

－

５
８
０
３

○
中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所

URLhttp://chushikoku.env.go.jp/

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー

写
真
展

■
期
間　

　

８
月
26
日
㈰
ま
で　

※
８
月
２
日
㈭
・
22
日
㈬
休
み

■
時
間　

　

10
時
・
13
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13

日
㈪
～
16
日
㈭
は
14
時
30
分
の
回

も
あ
り
ま
す
。

■
内
容
　（
所
要
時
間
約
90
分
）

①
子
ど
も
版
映
像
の
上
映

②
ミ
ニ
講
座
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
の

　

役
割
と
取
組

③
工
場
見
学

④
工
作
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
の
間
伐

　

材
を
使
っ
た
名
札
作
り

⑤
試
飲　

■
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

■
定
員　

　

各
回
50
人

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13

日
㈪
～
16
日
㈭
は
各
回
90
人

■
申
込
先
（
要
予
約
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

夏
休
み
親
子
見
学
ツ
ア
ー

ア
サ
ヒ
の
森
を
学
ぼ
う
！
楽
し
も
う
！

■
日
時　

９
月
９
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
15
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

　
　
　
　

展
示
室
・
喫
茶
室

■
お
茶
会
会
員
券

　

大
人　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

■
問
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

総
合
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

第
５
回
西
条
名
水
重
陽
茶
会

　　

自
己
分
析
、
地
域
の
仕
事
人
訪

問
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
、

豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

自
分
と
向
き
合
い
、
将
来
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
に

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
も

参
加
し
ま
す
の
で
、
一
緒
に
25
歳

の
自
分
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
！

■
期
間
（
２
泊
３
日
）

　

８
月
13
日
㈪
～
15
日
㈬

■
場
所　

ひ
う
ち
会
館
な
ど

■
対
象　

高
校
２
・
３
年
生

■
定
員　

15
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
参
加
費

　

２
千
円
（
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
代
）

■
申
込
期
限　

８
月
３
日
㈮

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
商
工
労

政
課　

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
４
８
２

25
歳
の
自
分
に
会
い
に
行
こ
う
！

う
ち
ぬ
き
創
造
塾
２
０
１
２

昨年開催されたうちぬき
創造塾2011の様子

●日時　８月19日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「きゅうり」を使った料理を３品作
　　　ります。当日はケーブルテレビの取材あり。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円
●申込期限　８月10日㈮

【臨時休館】　８月13日㈪・27日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　８月22日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　８月15日㈬

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

５日　9：00

５日　9：00

総合体育館第46回西日本都市職員
剣道大会

総合体育館

総合体育館

総合文化会館

空手道教室

西条西部体育館
ほか

2012年西条市
ジュニアサマーカップ
バレーボール大会

19日　8：00
第４回西条市スポーツ
少年団交流大会
　　　（バドミントン）

東予体育館ほか
第３回西条市
レクリエーションバレー
ボール協議会大会

25日　9：00ジュニアアスリート
競技力向上講習会

８月のスポーツカレンダー

11日 10：00
12日　9：30

５日　9：00
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■対象　18歳以上の市内在住者（学生を除く）
※高齢者のパソコンは60歳以上の市内在住者。

■定員　各コース14人
※定員を超えた場合は、昨年度受講していない
　方を優先した上で抽選します。

■テキスト代　各コース1,260円程度

■申込方法　所定の申込書に必要事項を記入し
　て、８月17日㈮までにお申し込みください。

■申込書の配布場所
　○市庁舎別館社会教育課
　○各総合支所内　市教育委員会分室
　○中央公民館　　○各公民館
　○佐伯記念館・郷土資料館

■問合せ　市庁舎別館社会教育課
　　　　　社会教育係　℡0897ー52－1254

▼丹原パソコン講座　　会場：佐伯記念館・郷土資料館

13：00～15：00

10：00～12：00

13：00～15：00
（９月23日は15時～17時）エクセル初級

コース 受講時間受講期間　※各コース全７回

９月９日～10月28日の日曜日
（10月７日除く）

ワード初級
９月８日～10月27日の土曜日
（９月22日、10月６日除く）
（９月23日のみ日曜日に開講）

高齢者のパソコン

エクセル初級

▼小松パソコン講座　　会場：小松公民館

９月５日～10月24日の水曜日
（10月17日除く） 19：30～21：30

19：30～21：30

10：00～12：00

ワード初級 ９月６日～10月25日の木曜日
（10月18日除く）

高齢者のパソコン ９月４日㈫、７日㈮、11日㈫、
14日㈮、21日㈮、25日㈫、28日㈮

９月８日㈯、９日㈰、15日㈯、
16日㈰、23日㈰、29日㈯、30日㈰

コース 受講時間受講期間　※各コース全７回

小松・丹原パソコン講座
受講生募集！

■
日
時　

　

８
月
18
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
集
合
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　

木
は
こ
う
し
て
家
に
な
る

■
内
容　

山
で
の
間
伐
、
製
材
工

場
や
木
材
市
場
の
見
学
。

■
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先
　

　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
推

進
協
議
会
事
務
局
（
い
し
づ
ち
森

林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

「
地
産
地
消
」

○得
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　

消
防
署
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法
な
ど
皆
さ
ん
が
で
き
る

応
急
手
当
を
毎
月
第
３
日
曜
日
に

「
応
急
手
当
の
日
」
と
し
て
、
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

　

８
月
19
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

■
申
込
先　

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－
０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

０
１
１
９

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

～
応
急
手
当
の
日
～

　　

市
内
の
外
国
人
を
対
象
と
し
た

日
本
語
教
室
。

　

個
人
レ
ッ
ス
ン
方
式
で
行
い
ま

す
。
ま
た
、
受
講
日
時
は
個
別
に

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料　

　

60
分
５
０
０
円
程
度
（
実
費
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

い
し
づ
ち
日
本
語
ク
ラ
ブ

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

　　
■
日
時
（
全
４
回
）

　

９
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　

10
月
11
日
㈭
・
26
日
㈮

　

10
時
～
15
時

（
最
終
日
は
12
時
ま
で
）

■
場
所
　

　
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
山
越
）

■
内
容　

　

漫
画
「O

N
E PIECE

」
を
モ
デ

ル
に
チ
ー
ム
作
り
の
秘
訣
を
学
ぶ

な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー

■
対
象　

　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

※
講
習
中
の
託
児
制
度
有
り
。　

■
定
員　

　

20
人
程
度

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
期
限

　

８
月
24
日
㈮

■
申
込
先　

　

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
６

－

１
６
３
３

男
女
共
同
参
画

リ
ー
ダ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　

８
月
24
日
㈮　

13
時
30

分
～
15
時
30
分

■
場
所　

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

■
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

２
９
０
０
円

■
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
21

日
㈫　

８
時
30
分
〜
17
時
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

■
申
請
書
配
布
場
所　

　

消
防
本
部
予
防
課
、
西
消
防
署

■
申
込
先　

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－ 

５
６

－ 

０
２
５
１

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
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【
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
４
回
）

　

８
月
18
日
㈯
・
21
日
㈫
・
23
日

㈭
・
25
日
㈯　

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー

補
助
機
能
や
電
子
福
祉
機
器
を
活

用
し
た
支
援
に
つ
い
て
学
習
。

■
対
象　

パ
ソ
コ
ン
を
日
常
的
に

活
用
で
き
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
心
の
あ
る
方
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

■
日
時

　

８
月
22
日
㈬

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
西

条
市
の
防
災
に
つ
い
て
学
習
。

■
対
象　

一
般
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

■
定
員　

25
人
程
度

【
お
も
ち
ゃ
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
４
回
）

　

８
月
27
日
～
９
月
24
日
の
月
曜

日
（
９
月
17
日
を
除
く
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
学
習
。

■
定
員　

10
人
程
度

【
絵
手
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
４
回
）

　

９
月
６
日
～
27
日
の
木
曜
日

　

10
時
～
12
時

■
場
所　

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

絵
手
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
絵
手
紙
の
基
本
、
技
法
等

に
つ
い
て
学
習
。

■
定
員　

15
人
程
度

【
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
10
回
）

　

８
月
28
日
～
11
月
６
日
の
火
曜

日
（
10
月
16
日
を
除
く
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

点
字
お
よ
び
点
訳
の
基

礎
に
つ
い
て
学
習
。

■
定
員　

15
人
程
度

【
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）】

■
日
時
（
全
15
回
）

　

９
月
７
日
～
12
月
21
日
の
金
曜

日
（
11
月
23
日
を
除
く
）

　

10
時
～
12
時

■
場
所　

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

要
約
筆
記
に
つ
い
て
学
習
。

【
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
10
回
）

○
初
級　

９
月
13
日
～
11
月
15
日

　

の
木
曜
日

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
中
級　

９
月
12
日
～
11
月
21
日

　

の
水
曜
日
（
10
月
17
日
は
除
く
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

○
初
級　

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

○
中
級

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

朗
読
お
よ
び
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
学
習
。

■
定
員　

　

初
級
、
中
級
と
も
に
20
人
程
度

【
申
込
先
】　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　2017年に開催される「えひめ国体」に向けて、小・
中学生の競技者やその保護者、またジュニア世代のス
ポーツ推進に深く関わりのある指導者等を対象に、講
演会とワークショップを開催します。

【日時】　８月25日㈯　12時30分～17時
【場所】　総合文化会館
【対象】　市内の小・中学生、保護者、指導者、
　　　　スポーツ関係者
【基調講演】　12時45分～14時45分
演題：ロンドンオリンピックやワールドカップに
　　　おける日本代表選手の取り組み
講師：杉田正明氏（三重大学教授）
講師略歴
　○2010FIFAワールドカップ南アフリカ大会日本
　　代表帯同コーチ
　○2012ロンドンオリンピック日本代表女子マラ
　　ソンほか３種目コンディショニングコーチ

【分科会（ワークショップ）】　15時～17時
　分科会１：スポーツ医・科学と情報
　分科会２：ジュニア世代に必要な体づくり
　分科会３：ケガを減らす傷害予防

■申込み・問合せ
　㈶西条市体育協会　℡0897－47－6061
　※受講希望者は、事前に電話または、直接お申込み
　　ください（月曜日は除く）。
●この講習会は、スポーツ振興くじ助成金を受けて実施しています。

　
■
新
任
管
理
職
研
修

　

９
月
７
日
㈮

　

申
込
締
切
…
８
月
28
日
㈫

■
中
堅
社
員
研
修

　

９
月
21
日
㈮

　

申
込
締
切
…
９
月
11
日
㈫

■
問
合
せ

　

受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w

w
.ticc-ehim

e.or.jp/

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

能
力
開
発
講
座

広報さいじょう　2012　８月号 22



■
開
講
日

　

９
月
11
日
㈫
～
25
日
㈫
の
内

　

７
日
間
を
予
定

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

主
に
料
理
、
栄
養
学
に

つ
い
て
学
習
。

■
受
講
時
間

　
40
時
間
（
各
回
９
時
～
16
時
）

■
対
象　

○
市
内
に
在
住
の
55
歳
以
上
の
方

　

で
、
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
し

　

た
方

○
就
職
、
就
業
を
希
望
す
る
方

■
定
員
　
25
人

■
申
込
期
間

　

８
月
１
日
㈬
～
27
日
㈪
12
時

※
面
接
日
の
申
込
み
が
必
要
。

■
申
込
先

公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
５

－

１
４
２
０

■
面
接
日
時

　

８
月
20
日
㈪
・
22
日
㈬
・
24
日

㈮
・
27
日
㈪　

13
時
30
分
～
16
時

■
面
接
場
所
・
問
合
せ

公
益
社
団
法
人
西
条
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
西
条
事
務
所

（
大
町
４
５
７
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

７
７
８
５

　

現
在
、
２
６
０
名
が
登
録
さ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
で
誕
生
し
た
カ
ッ
プ
ル

の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
結
婚
へ
向
け

サ
ポ
ー
ト
す
る
愛
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ト
役
と
し
て
活
躍
す
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
員
」
を
追
加
募
集
。

■
東
予
地
区
説
明
会
　
　

○
８
月
27
日
㈪　

13
時
～
15
時

　

新
居
浜
市
泉
川
公
民
館

（
新
居
浜
市
瀬
戸
町
12

－

34
）

○
８
月
27
日
㈪　

18
時
～
20
時

　

今
治
市
近
見
公
民
館

（
今
治
市
南
宝
来
町
１

－

６

－

１
）

■
お
盆
期
間
も

　
　「
愛
結
び
コ
ー
ナ
ー
」
開
設

　

お
見
合
い
事
業
「
愛
結
び
」
で

は
お
盆
期
間
中
も
「
愛
結
び
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
。（
予
約
制
）

○
８
月
13
日
㈪
・
14
日
㈫
・
17
日
㈮

　

13
時
～
20
時　

西
条
商
工
会
館

○
８
月
18
日
㈯　

９
時
20
分
～
13
時

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

○
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

東
予
地
区
「
愛
結
び
コ
ー
ナ
ー
」 

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

４
８
５
３

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp/

○
携
帯
サ
イ
ト

URLhttp://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp/m

/

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
募
集

■
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種

（
第
１
～
６
類
）
、
丙
種

■
試
験
日
時

　

10
月
28
日
㈰　

10
時
～

■
受
験
地　

　

西
条
市
、
今
治
市
、
新
居
浜
市
、

松
山
市
、
八
幡
浜
市
、
宇
和
島
市

■
願
書
受
付
期
間

○
書
面
申
請

　

９
月
３
日
㈪
～
13
日
㈭
必
着

○
電
子
申
請

　

８
月
31
日
㈮
～
９
月
10
日
㈪

■
願
書
配
布
場
所

　

消
防
本
部
、
西
消
防
署
、
東
予

地
方
局
総
務
県
民
課

■
願
書
受
付
場
所

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛

媛
県
支
部
（
〒
７
９
０

－

０
０
１

１　

松
山
市
千
舟
町
４

－

５

－

４

松
山
千
舟
４
５
４
ビ
ル
５
階
）

■
問
合
せ　

　

消
防
本
部
予
防
課　

危
険
物
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

※
電
子
申
請
に
関
す
る
問
合
せ

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
７

－

１
０
０
０

平
成
24
年
度
（
第
２
回
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

東
予
地
方
局
で
は
、
退
職
後
本

格
的
に
農
業
を
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
兼
業
農
家
の
方
を
対
象
に
就

農
準
備
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
時
期　

11
月
～
平
成
25
年
２
月

　

※
３
回
程
度
開
催
予
定

■
場
所　

愛
媛
県
西
条
第
２
庁
舎

（
西
条
市
丹
原
町
池
田
１
６
１
１
）

■
内
容　

○
応
援
セ
ミ
ナ
ー

○
体
験
・
交
流
会
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

　

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

■
定
員
　
40
人
程
度

■
申
込
期
限　

８
月
31
日
㈮

■
申
込
先　

東
予
地
方
局
産
業
振

興
課　

地
域
農
業
室

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
８

－

７
３
２
２

URLhttp://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

tou50107/toyo/index.htm

企
業
退
職
者

就
農
準
備
セ
ミ
ナ
ー

夏
休
み
の
宿
題
　
美
術
編

【
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
】

■
日
時　

　

８
月
20
日
㈪
～
22
日
㈬

　

10
時
～
12
時

■
定
員　

20
人

■
参
加
費

　

６
０
０
円

【
自
然
を
描
こ
う
　
水
彩
画
】

■
日
時

　

８
月
26
日
㈰
～
30
日
㈭

　

10
時
～
15
時

■
定
員　

20
人

■
参
加
費

　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

■
必
要
な
物　

絵
具
道
具

【
小
学
生
昆
虫
合
宿
】

■
日
時
（
１
泊
２
日
）　

○
６
年
生

　

８
月
21
日
㈫　

11
時
30
分
～

　
　
　

22
日
㈬　

15
時

○
５
年
生

　

８
月
28
日
㈫　

11
時
30
分
～

　
　
　

29
日
㈬　

15
時

※
路
線
バ
ス
で
お
越
し
の
方
は
、

10
時
15
分
に
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
前

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
バ
ス
代
別
途
必
要
）

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

１
万
円
（
宿
泊
費
、
食
事
４
食
、

保
険
料
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
込
み
）

【
申
込
先
】　

　
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
養
成
講
習
会
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先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ

た
戦
没
者
遺
児
を
対
象
に
、
㈶
日

本
遺
族
会
で
は
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
て
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

旧
戦
域
で
の
慰
霊
追
悼
お
よ
び

同
地
域
の
住
民
と
の
友
好
親
善

■
実
施
地
域

○
広
域
地
域　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ

　

オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ト
ラ
ッ
ク

　

諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ

　

ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾

　

・
バ
シ
ー
海
峡
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

　

イ
ン
ド
、
中
国　

○
特
定
地
域　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

　

ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー

　

シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

■
参
加
費　

９
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

　

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手

　

数
料
等
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

○
㈶
愛
媛
県
遺
族
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
４

－

８
９
６
５

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

　

西
条
市
出
身
で
、
日
本
芸
術
院

賞
受
賞
彫
刻
家
の
伊
藤
五
百
亀
氏

の
顕
彰
事
業
に
役
立
て
る
た
め
、

伊
藤
氏
に
関
す
る
情
報
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　

情
報
や
思
い
出
、
ま
た
伊
藤
氏

の
作
品
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
限

　

９
月
28
日
㈮

■
提
供
方
法　

　

担
当
課
ま
で
郵
送
、電
話
、メ
ー

ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
提
供

く
だ
さ
い
。

　

文
書
で
提
供
し
て
い
た
だ
く
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
自
由
で
す
。

■
提
供
に
当
た
っ
て

　

情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
改
め
て
取
材
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
・
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

歴
史
文
化
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
０

E ﾒｰﾙsyakaikyoiku@
saijo-city.jp

西
条
市
出
身
の
彫
刻
家

伊
藤
五
百
亀
氏
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

愛
媛
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う

「
愛
媛
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
任
期

　
委
嘱
日
～
平
成
26
年
６
月
30
日

■
募
集
期
間　

随
時

■
応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
県
環
境
政
策
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
・
募
集
要
項
は
県
環

　

境
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
え

　

ひ
め
の
環
境
」
に
掲
載
し
て
い

　

ま
す
。

■
問
合
せ　

　

愛
媛
県
環
境
政
策
課

　

温
暖
化
企
画
係

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
３
５
１

URLhttp://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

kankyou/k-hp/index.htm
l

愛
媛
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
募
集

　　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
自
然

科
学
・
歴
史
・
文
学
な
ど
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
15
歳
以
上
の
方　

　

１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履

修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

■
18
歳
以
上
で
大
学
入
試
資
格
を

持
つ
方　

　

学
力
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上

在
学
し
て
１
２
４
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方　

　

放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
限

　

８
月
31
日
㈮

■
資
料
請
求
・
問
合
せ　

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

８
５
４
４

URLhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

放
送
大
学　

10
月
入
学
生
募
集

　　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
で

は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
入

居
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
室
料
（
１
カ
月
分
）

　

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り

　

１
５
７
５
円

（
現
在
の
空
き
面
積
、
約
60
㎡
）

■
敷
金

　

室
料
の
２
カ
月
分

■
駐
車
場
料
（
１
カ
月
分
）

　

１
台
当
り　

２
１
０
０
円

■
対
象

　

製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
企
業

支
援
者
な
ど

■
内
容

○
電
話
回
線
、
ネ
ッ
ト
回
線
あ
り
。

○
共
益
費
、
水
道
光
熱
費
な
ど
は

　

別
途
実
費
。

○
相
談
、
見
学
は
随
時
受
付
中
。

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w

w
.ticc-ehim

e.or.jp/

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

入
居
企
業
募
集
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■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

○
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学

　

校
・
看
護
学
生
・
航
空
学
生

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者
（
平

　

成
25
年
３
月
卒
業
見
込
者
含
む
）

○
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間

○
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学

　

校
・
看
護
学
生

　

９
月
３
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪

○
航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生

　

８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

○
自
衛
官
候
補
生　

通
年

■
試
験
日

○
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生

　

９
月
17
日
㈪

○
航
空
学
生　

９
月
22
日
㈯

○
看
護
学
生　

10
月
20
日
㈯

○
防
衛
医
科
大
学
校

　

10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

○
防
衛
大
学
校

　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

■
問
合
せ　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

自
衛
官
募
集

 
■
募
集
部
門

○
プ
ロ
部
門

　

愛
媛
県
産
の
柑
橘
を
使
用
し
た

和
洋
菓
子
（
生
菓
子
・
焼
菓
子
）

○
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門

　

柑
橘
以
外
の
愛
媛
県
産
農
産
物

を
使
用
し
た
プ
リ
ン

○
学
生
部
門

　
「
愛
」
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を

使
用
し
た
和
洋
菓
子

■
応
募
条
件

○
プ
ロ
部
門

　

平
成
24
年
４
月
現
在
で
、
和
洋

菓
子
業
界
で
製
造
技
術
者
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
方

○
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門

　

プ
ロ
、
学
生
以
外
の
一
般
の
方

○
学
生
部
門

　

専
門
学
校
生
、
大
学
生
、
高
校

生
、
中
学
生
、
小
学
生

■
応
募
期
間　

９
月
５
日
㈬
ま
で

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
・
募
集
要
項
は
、
え
ひ
め
ス
イ

ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

事
務
局
へ
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
県
庁
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
内　
　

え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
６
７

FAX
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
６
１

○
え
ひ
め
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

URLhttp://w
w

w.ehim
e-sw

eets.com

え
ひ
め
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
の
作
品
募
集

■第１次試験日　９月16日㈰
■申込用紙の交付場所
　８月１日㈬から市庁舎本館（４階）職員課、各総合支所
総務課で配付します。
■申込用紙の受付場所
　〒793－8601　明屋敷164　市庁舎本館職員課

■申込用紙の郵送での請求方法
　封筒に「（試験区分）職員採用試験申込用紙請求」と朱
書き（記入例：「消防職職員採用試験申込用紙請求」）し、
返信用の封筒（角形２号封筒の表面に宛先を記入し、120
円切手を貼付したもの）を同封して、市役所職員課へ郵送
してください。

市職員採用候補者試験についてのお問い合わせ先：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

西条市職員を募集します 申込期間：８月２日㈭～８月24日㈮
※郵送の場合は８月22日㈬の消印有効

試験区分
受験資格（年齢は平成23年４月１日現在）

学歴および条件
短期大学、高等専門学校、もしくはこれらと同等と認められる学
校を卒業した者または平成25年３月卒業見込みの者　※１

高等学校を卒業した者または平成25年３月卒業見込みの者　※１

昭和61年４月２日
以降に生まれた者
昭和63年４月２日
以降に生まれた者

昭和52年４月２日
以降に生まれた者

昭和37年４月２日
以降に生まれた者高等学校卒業以上の学歴を有し（卒業見込みの者を含む）、英語・中国

語・韓国語が堪能（通訳等が可能）な者、民間企業等の経験で培った高
度な専門知識、発想力、行動力などを活かせる者またはスポーツ、文化
芸術、研究、学術分野において顕著な実績・成果を収めた者

高等学校卒業以上の学歴を有し、１級建築士、または第３種（第
２種・第１種も可）電気主任技術者または土木施工管理技士のい
ずれかの資格を有する者で職務経験を有する者

保健師の資格を有する者または平成25年３月末までに資格取得見
込みの者

一般事務職（初級）
・消防職（初級）

一般事務職
５人程度
消防職
２人程度

年齢
採用予
定人数

２人程度

２人程度

若干名

若干名

保健師職

保育士および幼稚園教諭の資格の両方を有する者または平成25年
３月末までに資格取得見込みの者

保育士及び
幼稚園教諭職

スペシャリスト職
（語学等自己推薦採用枠）

スペシャリスト職
（建築士・電気技術者
　　・土木技術者枠）

■募集職種・採用予定人数・受験資格等　（※１：４年制大学を卒業した者または平成25年３月卒業見込みの者は除く）　

　平成24年度西条市職員採用候補者試験を次のとおり実施します。
　募集要項は市のホームページにも掲載しています。申込用紙は市のホームページからダウンロードできます。
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●遊びの竹細工展
～竹が≪小動物・人形・昆虫等≫に変身～
市内在住の丹下隆さんによる竹細工展示。
期間　８月２日㈭～８月30日㈭
※19日㈰10時から、先着20人に
　竹細工作品を進呈。
●竹細工親子教室
竹トンボなどを作ります。
日時　８月12日㈰　13時～16時
対象　小・中学生と保護者　　定員  10組　※先着順
申込方法
　考古歴史館にある申込み用紙に記入し、８月９日㈭まで
に館に提出。
●かぶと虫教室
　八堂山や考古歴史館付近で、かぶと虫とスズ虫を採集。
　市内在住の矢野敏文氏による、かぶと虫の飼い方のアド
バイスもあります。
日時　８月５日㈰　13時～15時
【開館時間】９時～17時
【８月休館日】月曜日

●館蔵品展
　武田耕雪氏、黒光茂樹氏などの
郷土出身作家たちの絵画、書など
を展示。
期間　８月15日㈬まで
●馬の目会日本画展
　馬の目会会員９人の４回目とな
る日本画作品展。
期間　８月18日㈯～８月30日㈭
【開館時間】８時30分～17時
【８月休館日】月曜日

●木工教室
日時　８月11日㈯・25日㈯　13時30分～15時30分
－参加者募集－
家紋を作ってみませんか！
定員　６人
材料費　500円　
●水彩画教室
　用具は各自で準備。
日時　８月３日㈮・24日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　８月８日㈬・22日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●８月企画展「趣味の洋裁展」
  生涯学習の館学習グループによる作品展。
期間　８月１日㈬～19日㈰
●８月企画展「戸田武久作品展」
  陶芸、木工、竹細工の作品を展示。
期間　８月22日㈬～29日㈬
【開館時間】９時～22時　
【８月休館日】月曜日

●竹織物品と近畿・東海地方の陶磁器展
期間　８月14日㈫まで
●人間国宝「芹沢銈介」展と
　　　　　　北陸・関東地方の陶磁器展
期間　８月21日㈫～10月中旬
●特別展「紙の切り絵作品展」
　塩崎剛氏の切り絵作品を展示。小物販売もあります。
期間　８月29日㈬～９月９日㈰
－参加者募集－
　塩崎氏による切り絵指導会を開催します。
　ご希望の方は、愛媛民芸館までご連絡ください。
日時　９月２日㈰13時～　　定員　20人　※先着順
必要な物　文房具用ハサミ

【開館時間】９時～16時30分
【８月休館日】月曜日、16日㈭

●特別展示　お祭りの古い写真展
　伊曽乃神社、飯積神社のお祭りをとらえた、明治・大正
・昭和初期の写真を展示します。
期間
　だんじり（前期）
　　７月29日㈰～８月９日㈭
　みこし
　　８月11日㈯～８月17日㈮
　太鼓台
　　８月19日㈰～８月26日㈰
　だんじり（後期）
　　８月29日㈬～９月９日㈰

【開館時間】９時～17時
【８月休館日】月曜日

●電子工作教室
　暗くなるとゆっくりと色が変化する「いやしペットボト
ル」を作ります。
日時　８月30日㈭　10時～11時
対象　小学４～６年生　　定員　15人（先着順）
募集期間　８月１日㈬～19日㈰　　参加費　無料
●子規の句碑展（前）
　正岡子規の句碑、歌碑などを写真と資料で紹介。
期間　９月17日㈪まで
【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【８月休館日】月曜日
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●遊びの竹細工展
～竹が≪小動物・人形・昆虫等≫に変身～
市内在住の丹下隆さんによる竹細工展示。
期間　８月２日㈭～８月30日㈭
※19日㈰10時から、先着20人に
　竹細工作品を進呈。
●竹細工親子教室
竹トンボなどを作ります。
日時　８月12日㈰　13時～16時
対象　小・中学生と保護者　　定員  10組　※先着順
申込方法
　考古歴史館にある申込み用紙に記入し、８月９日㈭まで
に館に提出。
●かぶと虫教室
　八堂山や考古歴史館付近で、かぶと虫とスズ虫を採集。
　市内在住の矢野敏文氏による、かぶと虫の飼い方のアド
バイスもあります。
日時　８月５日㈰　13時～15時
【開館時間】９時～17時
【８月休館日】月曜日

●館蔵品展
　武田耕雪氏、黒光茂樹氏などの
郷土出身作家たちの絵画、書など
を展示。
期間　８月15日㈬まで
●馬の目会日本画展
　馬の目会会員９人の４回目とな
る日本画作品展。
期間　８月18日㈯～８月30日㈭
【開館時間】８時30分～17時
【８月休館日】月曜日

●木工教室
日時　８月11日㈯・25日㈯　13時30分～15時30分
－参加者募集－
家紋を作ってみませんか！
定員　６人
材料費　500円　
●水彩画教室
　用具は各自で準備。
日時　８月３日㈮・24日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　８月８日㈬・22日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●８月企画展「趣味の洋裁展」
  生涯学習の館学習グループによる作品展。
期間　８月１日㈬～19日㈰
●８月企画展「戸田武久作品展」
  陶芸、木工、竹細工の作品を展示。
期間　８月22日㈬～29日㈬
【開館時間】９時～22時　
【８月休館日】月曜日

●竹織物品と近畿・東海地方の陶磁器展
期間　８月14日㈫まで
●人間国宝「芹沢銈介」展と
　　　　　　北陸・関東地方の陶磁器展
期間　８月21日㈫～10月中旬
●特別展「紙の切り絵作品展」
　塩崎剛氏の切り絵作品を展示。小物販売もあります。
期間　８月29日㈬～９月９日㈰
－参加者募集－
　塩崎氏による切り絵指導会を開催します。
　ご希望の方は、愛媛民芸館までご連絡ください。
日時　９月２日㈰13時～　　定員　20人　※先着順
必要な物　文房具用ハサミ

【開館時間】９時～16時30分
【８月休館日】月曜日、16日㈭

●特別展示　お祭りの古い写真展
　伊曽乃神社、飯積神社のお祭りをとらえた、明治・大正
・昭和初期の写真を展示します。
期間
　だんじり（前期）
　　７月29日㈰～８月９日㈭
　みこし
　　８月11日㈯～８月17日㈮
　太鼓台
　　８月19日㈰～８月26日㈰
　だんじり（後期）
　　８月29日㈬～９月９日㈰

【開館時間】９時～17時
【８月休館日】月曜日

●電子工作教室
　暗くなるとゆっくりと色が変化する「いやしペットボト
ル」を作ります。
日時　８月30日㈭　10時～11時
対象　小学４～６年生　　定員　15人（先着順）
募集期間　８月１日㈬～19日㈰　　参加費　無料
●子規の句碑展（前）
　正岡子規の句碑、歌碑などを写真と資料で紹介。
期間　９月17日㈪まで
【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【８月休館日】月曜日

●市内小・中学生無料開放日
日時　８月４日㈯・11日㈯　10時～12時
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　水中モニターで効果的に水泳フォームを確認できます。
登録料　市民：無料　　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】10時～21時　【８月休館日】月曜日
※８月21日㈫は児童福祉施設会交歓水泳大会のため、17時から一般開放。

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【８月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日（15日は営業）

●第５回水墨画展
　小松文化協会などで指導する岡竹
政先生の意志を継ぎ、のんびりと自
由に学んでいます。今回は、中田末
一さんと高橋昭四郎さんによる、地
元の風景などの作品展です。
期間　８月２日㈭～31日㈮　　場所　椿交流館
●椿交流館の出展者募集！
　まちづくり展示コーナーにあなたの作品を展示してみま
せんか？　詳しくはスタッフへご相談ください。

●常設展示「小松藩と篤山先生」
　篤山先生と小松藩に関する収蔵
品を展示。館蔵品の書跡を中心に、
小松周辺のゆかりの地を写真パネ
ルにして紹介します。
期間　８月26日㈰まで
【開館時間】９時～17時30分
【８月休館日】水曜日、31日㈮

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース

小学生　定員：30人　
材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器作り

７日㈫
17日㈮
21日㈫
13：30～15：30

２日㈭
Ａ10：00～12：00
Ｂ13：30～15：30
３日㈮
Ｃ10：00～12：00
Ｄ13：30～15：30

絵画教室 小学２～６年生　定員：各30人
必要な物：絵の具道具

11日㈯・25日㈯
10：00～12：00

将棋教室 21日㈫・22日㈬
13：30～15：00

夏休み将棋大会 23日㈭
13：30～16：30

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース囲碁教室 ５日㈰

13：30～15：00

竹で水でっぽうを作ろう

４日㈯
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：各15人
小学３年生以下は保護者同伴
材料費：200円

お茶体験教室
簡単な作法を楽しみましょう

１日㈬・８日㈬
22日㈬
14：00～15：00

小学生　定員：10人
材料費：250円
必要な物：エプロン

染め物教室 10日㈮
13：30～15：30

トールペイント教室
かわいい小物作り

押し花教室
妖精の額

12日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：各20人
１～３年生は保護者同伴
材料費：100円
必要な物：タオル・着替え

小学生　　定員：各20人
材料費：400円
必要な物：汚れてもいいタオル
作品のお渡し日
　８月29日㈬　10時から

小学３年生以上　定員：25人
保護者も参加可能
暑さ対策必要

地球探検教室
水巡り歴史散策

９日㈭
10：00～12：00

小学生　定員：15人
必要な物：小石・絵の具道具

世界小石の芸術作品展
に応募しよう！

８日㈬
10：00～12：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
18日を除く
14：00～14：30

楽しい英語絵本の読み聞かせ

小学生　定員：24人

ストーリーテリング

こどもの国　８月の行事予定表

毎週土曜日
11：00～11：30

陶芸教室

おもしろ紙ねんど教室 18日㈯
10：00～12：00

19日㈰
13：30～15：30

【開館時間】８時30分～17時
【８月休館日】月曜日

●夏休み読書マラソン
　夏休み期間中（７月21日～８月31日）に読んだ本を記録
し、一定数読み終えた方に記念品を贈呈します。
記録表配布時期　こどもの国で配布中
提出期限　９月11日㈫まで
※詳細は、こどもの国で配布する募集要領をご覧ください。

▼　プラネタリウム情報　▼
クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
     11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日の11時の１回目は
    観覧料無料です。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

電子工作教室
電子ホタル

５日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：20人
材料費：500円

エコクラフト教室
かんたんかご作り

７日㈫
10：00～12：00

イラスト教室 小学３～６年生
定員：各20人　材料費：100円

11日㈯・25日㈯
13：30～15：30

５歳～小学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：500円
必要な物：牛乳パック
５歳～小学生　幼児は保護者同伴
定員：20人　材料費：200円
必要な物：エプロン

木彫り教室 26日㈰
13：30～15：30

小学生　１～３年生は保護者同伴
定員：10人　材料費：30～400円
必要な物：絵具道具

七宝焼き教室 29日㈬
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円
作品のお渡しには３週間ほどかかります

５歳～小学生
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円

※夏休み期間中（７月21日～８月31日）の教室は、こどもの国で直接お申し込み
　ください。８月の教室は、電話での申し込みはできません。

※熱中症予防のため、水筒などで飲み物をお持ちください。
※９月の行事予定表は８月15日㈬からこどもの国にあります。
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●ゲーム遊び（要申込）
　８月11日㈯　14時～15時30分　　対象：小学生　定員：15人
●親子木工教室（要申込）
　８月25日㈯　10時～11時30分
　対象：小学生親子・中学生
　定員：20組
　木材のスペシャリストによる木工教室です。

●サマーキッズフェスティバル
　８月４日㈯　10時～13時
　遊びのコーナー、バザーなど　※バザーは前売り券が必要。
●マイハウス貯金箱作り（要申込）
　８月10日㈮　10時～11時　対象：幼児・小学生　定員：30人
●お部屋プレート作り（要申込）
　８月22日㈬　10時～11時　対象：幼児・小学生　定員：20人　

●水遊び
　８月２日㈭・３日㈮　10時～11時　　対象：幼児
　シャボン玉遊びや、色水遊びもあります。
●簡単そう!?メンズクッキング「そうめんチャンプルー」（要申込）
　８月８日㈬　10時～12時　対象：小学生男児　定員：15人
　必要な物：エプロン、タオル、そうめん１束
市内４児童館合同企画
◆チャレンジカップ（要申込）
　８月18日㈯　14時～15時　対象：小学生　定員：15人
　さまざまな種目に挑戦して得点を競おう。
　ボトルキャップ・いろどりパレットなど８種目
◆おとどけじどうかん　８月19日㈰　10時～15時
　「2012夏彩祭in壬生川」に遊びのブースを出展します。

●プール・シャワーあそび
　８月３日㈮・10日㈮・17日㈮　10時30分～11時
●こども映画会「あらしのよるに」
　８月４日㈯　13時30分～15時
●夏休み手作り教室「ストローのキラキラ貯金箱」（要申込）
　８月８日㈬　13時30分～　対象：幼児・小学生　定員：15人
●夏休み手作り教室「コースター作り」（要申込）　
　８月11日㈯　13時30分～　対象：幼児・小学生　定員：10人
●バルーンアートに挑戦
　８月22日㈬　13時30分～14時30分　誰でも気軽に作れます。
●リトミック（要申込）
　８月29日㈬　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児親子　　定員：10組

氷見西新開59　℡0897－57－6061

大町456－1　℡0897－56－2511 広岡甲92－2　℡0898－66－5342

丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【８月休館日】月曜日

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　 ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【８月休館日】西条図書館：31日㈮
　　　　　　　東予図書館：月曜日、31日㈮
　　　　　　　丹原図書館：金曜日　　　
　　　　　　　小松温芳図書館：水曜日、31日㈮

●３・17日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●10日・24日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●11日・25日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●５日・19日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　８月11日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　８月８日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　８月15日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　８月11日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　８月23日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会
　８月25日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●６日・20日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●14日・28日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●１日・15日・29日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●８日・22日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●９日・23日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

広報さいじょう　2012　８月号 28



　下処理には「板ずり」が効果
的。塩をまぶし、まな板の上で
ゴリゴリ転がして塩をなじませ
たら、洗い流して水気を切りま
す。イボが取れ、味なじみや口
当たりが良くなるだけでなく、
緑色が鮮やかになります。

　キュウリをはじめ、生の野菜や海草類に多く含ま
れる「カリウム」という成分は、ナトリウムの排せ
つを促して血圧を下げる効果があるといわれていま
す。高血圧は慢性腎臓病を引き起こし、人工透析の
原因になります。健康でいるために野菜をしっかり
食べて、腎臓の働きを守りましょう。

野菜を食べて慢性腎臓病を予防しよう！

栄養士チェック
　キュウリの栄養価は非常に低いのですが、水分を多く含む
ので暑い時季には水分補給にもなり、シャキッとした歯ごた
えは食欲を増進させてくれます。ほかにもビタミンＣによる
疲労回復や、利尿作用があるので冷房の効きすぎによる体調
不良やだるさ、むくみといった症状の改善にも適しています

栄養価（１人分当たり）

材　料（４人分）

①　豆腐は水気を切る。長ネギはみじん切りにする。
②　キュウリは千切りにして塩少々を振り、しんなりとし
　たら軽く絞って水気を切る。
③　フライパンにオリーブオイルを熱し、鶏ひき肉を入れ
　①の豆腐を手でちぎりながら加えて炒める。さらに①の
　長ネギと薄口しょうゆ・酒を加え、汁気がなくなるまで
　炒めて冷ます。
④　ボウルに②と③を入れて、よく練り混ぜる。
⑤　餃子の皮に適量の④をのせ、皮の縁にヒダを寄せなが
　ら包む。包めたら熱湯でゆでて、氷水に取る。
⑥　器に盛り付け、適量のポン酢で食べる。

　

キ
ュ
ウ
リ
の
歴
史
は
古
く
、
３
０
０
０

年
以
上
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、

日
本
へ
は
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
伝
来
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
リ
科
の
一
種
で
、
熟
す
と
黄
色
く
な

る
の
で
「
黄
瓜
」
と
も
書
か
れ
、
語
源
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
熟
す
る
と
味

が
落
ち
て
し
ま
う
た
め
、
育
ち
盛
り
の
未

熟
な
緑
色
の
う
ち
に
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　

世
界
に
は
４
０
０
以
上
の
品
種
が
あ
る

と
さ
れ
る
キ
ュ
ウ
リ
で
す
が
、
日
本
で
流

通
す
る
大
半
は
白
イ
ボ
系
の
品
種
で
す
。

別
名
「
夏
キ
ュ
ウ
リ
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の

名
の
と
お
り
夏
を
代
表
す
る
野
菜
で
す
。

愛
媛
県
の
主
力
野
菜
で
あ
り
、
中
で
も
西

ＪＡ周桑女性部
吉岡支部の皆さん

ジュニア野菜ソムリエ
松木　修さん

　地元の新鮮で安心安全なおいし
いキュウリを食べて、暑い夏を乗
り切ってください。今回紹介した
料理以外にも、ＪＡ周桑のホーム
ページにはおいしい食材を使った
農家直伝のレシピをたくさん掲載
しています。ぜひご覧ください。

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 322kcal　　　 タンパク質 ‥‥‥‥‥‥ 21.1ｇ
脂質 　 ‥‥‥‥‥‥‥‥  15.1ｇ

写真調整中

条
は
作
付
面
積
・
収
穫
量
共
に
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
食
感
と
、
み
ず
み
ず

し
さ
が
際
立
つ
キ
ュ
ウ
リ
は
生
で
食
べ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
炒
め
物
な
ど
中
華

風
の
味
付
け
も
よ
く
合
い
ま
す
。
水
分
を

多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
夏
の
水
分
補
給

に
は
も
っ
て
こ
い
の
食
材
で
す
。

絹ごし豆腐 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２丁　　　長ネギ ‥‥‥‥‥‥‥ １／４本
キュウリ ‥‥‥‥‥‥‥ ２／３本　　　鶏ひき肉 ‥‥‥‥‥‥‥ 200ｇ
薄口しょうゆ ‥‥‥‥‥ 小さじ２　　　酒 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１
餃子の皮 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20枚　　　塩 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
オリーブオイル ‥‥‥‥ 大さじ２　　　ポン酢 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量

キュウリの
　　冷やし餃子
キュウリの
　　冷やし餃子

不良やだるさ、むくみといっくみとい良やだる

ＪＡ周桑女性部

　地
いキ
り切
料理
ペー
農家
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　水防に関する意識と技術の
向上を目的とした水防訓練が
加茂川河川敷で実施され、消
防団員の皆さんが降り続く雨
の中、本番さながらに土のう
工・積土のう工・木流し工な
どの訓練に取り組みました。
　見学した地元自治会や市防
災士連絡協議会の皆さんも、
こうした日ごろの備えの大切
さを実感していました。

　土砂災害防止月間である６
月に合わせ、県・市・消防・
警察が合同して土砂災害の発
生する恐れがある場所のパト
ロールを行いました。
　避難路や避難場所をあらか
じめ確認しておくなどの日ご
ろの備えと、雨量情報や前兆
現象に注意し早めの避難を心
がけることなどが、万が一の
災害からあなたを守ります。

　５年後に予定されている「2017え
ひめ国体」の開催機運を盛り上げよ
うと、市議会６月定例会最終日に、
議員・理事者全員が国体ＰＲ用のオ
リジナルポロシャツを着用して本会
議に臨みました。このシャツの背中
には、市内での開催が内定している
５競技がデザイン化してプリントさ
れています。
　また、この取り組みは、クールビ
ズの一環として今夏の節電対策にも
一役買うものとなりました。

　「2017えひめ国体」において、当市での開催が内定している山岳
競技 (クライミング )。その国際ルートセッターとして活躍してい
る東秀磯 (ひがしひでき )さんらを指導者にお迎えして開かれた体
験教室には、市内の小学校４～６年生の120人が参加しました。
　この日が初体験となったクライミングでしたが、子どもたちは何
度も繰り返し約３メートルの壁に挑んでいました。この参加者の中
から、将来の国体選手が輩出されることを期待しています。

　以前より、当市との交流を続
けている米国ウィスコンシン州
メノモニーフォールズ高校の学
生・引率教師ら12人の一行が来
西しました。
　当市に滞在期間中はホームス
テイをしながら、市内の小学校
や高校での授業に参加したり、
施設見学をするなどの体験を通
じて、多くの人たちとの交流を
深めるとともに、日本文化にも
触れる機会となりました。

6/22 ポロシャツで えひめ国体 をＰＲ！

市
議
会
と
理
事
者
が
と
も
に
国
体
開
催
を
Ｐ
Ｒ

～ 西条市議会本会議 ～

6/16～17 出て来い！  未来の 国体選手
～ 山岳 (クライミング) 体験教室 ～

初
挑
戦
と
は
思
え
な
い
参
加
者
も…

6/14 土砂災害危険箇所をパトロール ！

6/15 「いざっ!」と言うときに備え  雨中の訓練

6/18～25 触れ合うことから始まる 国際交流

～ 土砂災害防止月間 ～

～ 西条市水防訓練 ～

～ メノモニーフォールズ高生ら来西 ～

約
百
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た

雨
の
多
い
時
期
に
は
警
戒
が
必
要
で
す

琴
や
習
字
な
ど
の
日
本
文
化
を
体
験
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　バレーボールＶリーグ加盟の西日本のチームが、夏期の戦力強化を目的に実施する「2012Ｖ・サマーリーグ１次リーグ西部女子大
会」。四国では初めてとなるこの大会が、総合体育館で７月６日から８日までの３日間にわたって開催されました。会場を訪れた延
べ1600人もの皆さんは、トップ選手のパワフルで躍動感あふれるプレーの連続に大興奮の様子でした。また、小学生・中学生を対象
としたバレーボール教室も行われ、最高のお手本である現役選手から直接指導を受けられる、またとない機会となりました。
　なお、大会の前日には参加各チームの選手らが市役所を訪れ、バレーボールに寄せる熱い想いや目標などを語ってくれました。

　劇作家・演出家で、
コミュニケーション教
育の第一人者である平
田オリザ先生をお迎え
して、子どもたちに求
められる意思伝達能力
と、その育成の在り方
について考える講演会
を６月24日に開催しま
した。
　当市では、多様な価
値観を持つ人々と協力
しながら、社会に貢献
できる創造性豊かな人
材の育成をめざし事業
を展開していますが、
パネルディスカッショ
ンでは、先生からそう
した西条市の取り組み
が先進的なものである
との評価をいただくこ
とができました。

　瀬戸内海沿岸の
11 府県と 1 0 7市
町村、さらに国土
交通省の地方機関
とで構成する「瀬
戸内・海の路ネッ
トワーク推進協議
会」では、海浜の
清掃活動・リフレ
ッシュ瀬戸内に取
り組んでいます。
　当市では７月１
日に、市海事振興
会や地元自治会・
市内企業・各種団
体などおよそ500
人の皆さんの参加
をいただき、高須
海岸において約５
トンものゴミを回
収することができ
ました。

　これまでの在宅当番医制に代わり、当
市の１次救急医療を担う休日夜間急患セ
ンターの開所式が、６月30日に行われま
した。この施設は、市民の皆さんの利便
性の向上や医師の負担軽減を図るために
整備されたもので、障害をもつ方や乳幼
児・高齢者にも優しい構造となっていま
す。今後、市内の救急医療の充実に寄与
することが大きく期待されています。

当市の１次救急医療を担います！
～ 休日夜間急患センター開所 ～

美しい 瀬戸内の海 を守ろう ！
～ みんなの力できれいな渚に ～

　この講演会は小松史談
会・小松公民館・考古歴
史館が共催したもので、
市内各地の遺跡から読み
取ることのできる弥生時
代の当市について考察す
る、非常に身近で興味深
いお話となりました。
　約300人の受講者の皆
さんは、遥か古代の歴史
ロマンを楽しみました。

コミュニケーション教育を推進しています ！考古学が語る 二千年前 の西条
～ 平田オリザ氏による講演会 ～～ 西条市歴史講演会 ～

夏から始まる V への挑戦！！

内科や外科の
診察室以外に
検査室や一般
撮影室なども
備えています

早
朝
か
ら
ご
苦
労
様
で
し
た

講
演
に
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　岡山大学文
学部の松木武
彦教授 ( 小松
町出身 ) を講
師にお迎えし
「考古学が語
る二千年前の
西条」と題し
た歴史講演会
が開催されま
した。

皆
さ
ん
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た

サイン会や教室を通じて選手と交流することもできました

～ 若手選手の登竜門「Ｖ・サマーリーグ女子大会」 ～　
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セ
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色
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一
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に
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テ
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供
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
千
賀
子

重
低
音
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
熱
上
が
り
熱
狂
乙
女
が
髪

振
り
乱
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
出

　
怜

三
回
忌
終
へ
れ
ど
守
り
く
れ
ゐ
る
と
外
せ
ず
に
を
り

夫
の
標
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
シ
ゲ
ノ

一
枚
の
紙
も
無
駄
に
は
使
う
ま
じ
被
災
の
人
の
暮
し

思
え
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
百
合
子

無
人
駅
に
見
上
げ
る
先
の
藤
の
花
白
き
花
房
揺
れ
つ

つ
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
我
部
千
代
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲外国語指導助手
　ジュリアナ・ピールさん

                                  　　　　　　４年前、愛媛のことをまったく知らなかったので、インタ
　　　　　　　　　　　　　　　　ーネットで調べました。情報はあまり出てきませんでしたが、
　　　　　　　　　　　　　　　　新生活を始めることにとてもワクワクしていました。期待し
　　　　　　　　　　　　　　　　ないようにしていましたが、今は予想した以上にはるかに素
　　　　　　　　　　　　　　　　敵な思い出や、あらためた考え方で心が満ち溢れて、帰国さ
　　　　　　　　　　　　　　　　せていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　短い文章で４年間の生活をまとめるのは難しいと思います。
日本に来るからといって教師になれる自信はありませんでした。たくさんの失敗を味わってきま
した。しかし、一緒にお仕事をさせていただいた先生方が応援してくださったおかげで、最初の
頃より少しずつ前に進むことができました。子どもたちも仲良くしてくれて、嬉しかったです。
　西条市教育委員会と丹原分室の皆さん、送り迎えをしていただいて、ありがとうございました。
首藤さん、お世話になってばかりで申し訳ないですが、本当にありがとうございました。
　丹原西中、４つの小学校で一緒にお仕事をさせていただいた全ての先生方、生徒の皆さん、た
くさん貴重な思い出を一緒に作れて嬉しかったです。私のことも忘れないでください！
　槇先生と合唱団の皆さんへ、私も参加できて嬉しかったです。歌が上手ではないですが、いつ
も火曜日を楽しみにしていました。素敵な思い出をありがとうございました。
　久米先生、遊佐先生、藤原先生、三人ともにお世話になって、いろいろ教えていただいて、自
分の足りない部分を気づかされたことに感謝しています。先生たちがいなかったら、この４年間
を続けられなかったと思います。どうもありがとうございました。
　私を応援してくださったり、手伝ってくださったりした皆さんに感謝しています。素敵な思い
出を持って帰ることになりますが、離れても皆さんのことを思います。どうもありがとうござい
ました。

時間だ…さようなら西条市
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国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年
、

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ

尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ

る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
を
授

け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同
胞
の

精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
、
平
和
と
人
間
の

権
利
保
障
の
実
現
を
め
ざ
す
「
世

界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
こ
れ
ま
で
戦
争
の

犠
牲
に
な
っ
て
き
た
「
女
性
と
子

ど
も
」
の
人
権
保
障
を
最
優
先
の

政
治
課
題
と
す
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
た
の
で
す
。

　

日
本
で
は
長
い
間
、
「
女
に
は

権
利
な
ど
な
い
」
と
い
う
価
値
観

が
支
配
的
で
あ
り
、
女
性
の
人
権

は
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

例
え
ば
、
女
性
に
は
投
票
権
が
な

く
て
当
た
り
前
と
考
え
る
時
代
が

長
く
続
き
ま
し
た
が
、
世
界
的
な

婦
人
参
政
権
運
動
の
流
れ
を
受
け

て
、
や
っ
と
女
性
の
参
政
権
が
認

め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
１
９
７
９
年
に
は
国

連
で
、
「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る

条
約
」
（
女
性
差
別
撤
廃
条
約
）

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
が
、
こ
の
条
約
を
批
准
し

た
の
は
１
９
８
５
年
で
す
。
条
約

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
国
内

法
の
改
正
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」

が
つ
く
ら
れ
、
雇
用
の
場
に
お
け

る
採
用
や
昇
進
な
ど
に
つ
い
て
、

男
女
平
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ

う
、
企
業
に
努
力
義
務
が
課
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
改
正
さ
れ
、
禁
止
事
項

と
な
り
ま
し
た
が
、
セ
ク
ハ
ラ
防

止
に
対
す
る
配
慮
義
務
も
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

女
性
差
別
な
ど
の
性
差
別
を
な

く
す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
と
な
り
、
今
や
行
政
の
中
で
は

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
と

い
う
こ
と
は
、
当
然
必
要
な
こ
と

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性

の
人
権
は
、
歴
史
の
中
で
次
第
に

変
化
し
、
進
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

法
律
や
制
度
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

否
定
的
な
固
定
観
念
（
偏
見
）

や
差
別
意
識
を
取
り
除
く
た
め
の

教
育
・
啓
発
活
動
を
行
う
と
同
時

に
、
人
権
を
保
障
す
る
法
律
や
制

度
、
仕
組
み
作
り
が
重
要
で
す
。

「
西
条
市
人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
は
、
女
性
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権
侵
害
を
な
く

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
も

の
で
す
。

「女性の人権」を考える
西条市教育委員会 東予分室№93

赤十字募金へのご協力
ありがとうございました

　赤十字募金（赤十字社員増強運動）が５月１日から全国
一斉に展開されました。市内でも多くの方にご協力いただ
き、６月22日現在で14,315,074円の募金が寄せられました。
皆さまのご協力ありがとうございました。
　寄せられた募金は、赤十字の国際救援活動、災害救助活
動、血液事業など幅広い事業で活用され、市内では、救急
法の講習、火災や自然災害などの被災者への救助物資や見
舞金などに活用されます。今後ともご協力をお願いします。
問合せ　
○市庁舎別館社会福祉課総務福祉係　℡0897－52－1288
○各総合支所市民福祉課福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

■
個
人

○
爲
頼
光
夫
（
大
町
）

○
青
野
宏
通
（
高
田
）

○
稲
井　

透
（
壬
生
川
）

○
桑
村　

豊
（
丹
原
町
古
田
）

○
佐
伯
久
登
（
今
治
市
）

■
各
種
団
体

○
光
明
会
ま
つ
り
実
行
委
員
会

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
西
条

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
い
し
づ
ち

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱された
私たちの街の相談パートナーです。暮らしの中での悩み
や心配事、困り事のある方は、お近くの人権擁護委員に
ご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。
　人権相談は、毎月実施しています。日程や実施場所に
ついては、定期無料相談（左のページ）に掲載していま
すのでご確認ください。
問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243

人権擁護委員が委嘱されました
　７月１日付けで、法務大臣から次の方が人権擁護委員
に委嘱されました。

○加藤義範氏（大町）・・・・・・再任
○荒井宏子氏（洲之内）・・・・・再任
○渡部三枝子氏（石延）・・・・・再任
○日野克彦氏（小松町新屋敷）・・再任
○水安のり子氏（小松町大頭）・・新任

市内幼稚園・中学校に
音楽機材が寄贈されました

　３月25日に開催された花王ファミリーコンサートin西
条　遠藤真理　ものがたりとチェロの調べ「ゴーシュの
弾いたトロイメライ」の収益金で、花王㈱より市内幼稚
園・中学校に音楽機材が寄贈されることとなり、６月20
日に花王グループである愛媛サニタリープロダクツ㈱の
中西望工場長（市長右側）から目録が手渡されました。
　寄贈いただいた音
楽機材は、授業など
で有効に使わせてい
ただきます。なお、
同社から、平成22年
度においても市内小
学校に音楽機材を寄
贈いただいています。
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■行政相談
○８月７日㈫  13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○８月14日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○８月28日㈫　９時～12時　田野公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○８月14日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○８月17日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215

■人権相談
○８月16日㈭　13時～17時　禎瑞公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は８月１日㈬～）
○８月８日㈬・22日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○８月15日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は15頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　８月14日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険出張相談
　８月８日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　８月９日㈭　10時～16時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482

■お酒の悩み相談
　８月22日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■補聴器相談会
　８月15日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　８月17日㈮　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

■不動産無料相談
　８月８日㈬　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■無料不動産相談
　８月10日㈮　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

　水は、私たちの生活や産業を支える大切な資源です。水の
貴重さや水資源開発の重要性に対する国民の関心を高め、理
解を深めるために、１年で最も水の使用量が多くなる８月を
選び、毎年８月１日を「水の日」、この日を初日とする１週
間を「水の週間」として定めています。
　期間中は、国、地方公共団体、関係諸団体が連携して、各
地でさまざまな行事を実施し、限りある水資源の重要性や有
効利用を促します。

水の日・水の週間
日　時　８月７日㈫・21日㈫・９月４日㈫　13時～17時
場　所　ハローワーク西条
内　容　心のケアから「自立」に必要なスキルアップまで、
　　　トータルにサポートします。（完全予約制）
対　象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　　　月～水・金曜日：10時～18時
　　　　木曜日：11時30分～19時30分

東予若者サポートステーション出張相談会
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10日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

２日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

６日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

14日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター　８月６日㈪

○東予保健センター　８月13日㈪

○丹原保健センター　８月20日㈪

○小松保健センター　８月27日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　８月27日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　８月28日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■８月の献血
◆立正佼成会西条協会

　８月26日㈰　10時～12時・13時～15時

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

21日㈫
30日㈭

28日㈫

22日㈬
９日㈭

７日㈫
23日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年４月１日～
４月30日の出生児

平成24年４月１日～
５月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年１月１日～
１月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年７月１日～
７月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量
である350gの量を実際に目で見て体験するなど、
野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

▼野菜を食べよう教室　８月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

丹原保健センター 15人８月23日㈭ 講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※９月は小松保健センターで実施予定

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　８月・９月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編

９月26日㈬

９月24日㈪

９月10日㈪

９月21日㈮

８月31日㈮

８月20日㈪

８月１日㈬

８月13日㈪

バランス編 受講時間

　食中毒事故が多発しやすい高温・多湿の季節がやってきました。
　食中毒を防ぐため、家庭でも次のような点に注意しましょう。
●食品は新鮮なものを購入しましょう。
●冷蔵庫や冷凍庫の詰め込みすぎに注意しましょう。
　※目安は７割程度。
●調理時は十分に加熱しましょう。
　※目安は中心部が85℃で１分間以上加熱。
●調理後の食品は室温に長く放置しないようにしましょう。
●食中毒防止の基本は手洗いです。効果的に洗いましょう。
問合せ　西条保健所生活衛生課　℡0897－56－1300
　　　　西条新居浜地区食品衛生協会

※総合健診について詳しくは「平成24年度健康カレンダー」をご覧いただ
　くか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者（平成25年３月31日現在）
○18～39歳の方
○国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方等）

肝炎ウイルス検診の対象者（平成25年３月31日現在）
○40歳以上の方
○過去に肝炎ウイルス検診を受診していない41歳以上の方

がん検診の対象者（平成25年３月31日現在）
●胃がん検診　　18歳以上の方
●肺がん検診　　18歳以上の方
●大腸がん検診　　30歳以上の方
●腹部超音波検診　30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
●前立腺がん検診　50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●乳がん検診　30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●子宮頚がん検診　18歳以上の女性

●対象者　平成25年３月31日現在において、
　　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の方
●検査内容　問診、歯の状況、歯肉の状況など
●実施場所　市内の歯科医療機関
　　　　　（一部実施できない医療機関があります）
●実施期間　10月31日㈬まで
●申込方法　各保健センターへお申し込みください。
　　　　　（電話申込可）
　県下でも実施している自治体が
限られている無料の健診です。
　対象となる方は、この機会にぜ
ひ受診してください。

●対象者　平成25年３月31日現在において、
　　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の方
●検査内容　かかとの骨量測定など（健康講座も実施）
●西条地区　日程　８月22日㈬・27日㈪・28日㈫
　　　　　　　　　９月13日㈭
　　　　　　実施場所・申込先　中央保健センター
●東予地区　日程　８月24日㈮・９月14日㈮
　　　　　　実施場所・申込先　東予保健センター
●丹原地区　日程　９月４日㈫
　　　　　　実施場所・申込先　丹原保健センター
●小松地区　日程　８月21日㈫
　　　　　　実施場所・申込先　小松保健センター

成人歯科健診骨粗しょう症検診

８・９月の総合健診日程・場所・申込先 健康診査、肝炎ウイルス検診、がん検診
受付時間：●…８時30分～11時　　◎…８時30分～11時（診察時間　９時30分～11時）
　　　　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ● ●●

がん検診 申込先実施場所日程

東予保健センター
℡0898－64－5333

中央保健センター
℡0897－52－1215

丹原保健センター
℡0898－68－7300
小松保健センター
℡0898－72－6515

８／31 ㈮
９／１ ㈯
９／２ ㈰
９／３ ㈪
９／４ ㈫
９／５ ㈬
９／６ ㈭
９／18 ㈫
９／21 ㈮
８／10 ㈮

西
条

地
区

東
予

丹
原
小
松

東予保健センター

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ● ●
●
● ◎

◎

◎
●

● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●●

● ● ● ● ● ●
● ●

●
●●
● ● ●●

８／12 ㈰
９／26 ㈬
９／27 ㈭

９／24 ㈪

● ● ●
●
● ●

■ ● ●

●

丹原保健センター

●● ● ● ● ■ ●●

●

● ● ● ●

● ●

◎
◎

◎

●

● ● ●

■

●８／19 ㈰
９／28 ㈮

小松保健センター
小松公民館 ● ● ● ● ■ ●●

胃

●
●
●
●

●
●
●
●

●● ● ● ● ●● ●

●

◎
◎
◎
◎
◎

●９月21日㈮は、ママさんを対象とした健診です。（託児つき）
●「　　」は、既に定員に達している項目です。
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10日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

２日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

６日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

14日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター　８月６日㈪

○東予保健センター　８月13日㈪

○丹原保健センター　８月20日㈪

○小松保健センター　８月27日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　８月27日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　８月28日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■８月の献血
◆立正佼成会西条協会

　８月26日㈰　10時～12時・13時～15時

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

21日㈫
30日㈭

28日㈫

22日㈬
９日㈭

７日㈫
23日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年４月１日～
４月30日の出生児

平成24年４月１日～
５月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年１月１日～
１月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年７月１日～
７月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量
である350gの量を実際に目で見て体験するなど、
野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

▼野菜を食べよう教室　８月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

丹原保健センター 15人８月23日㈭ 講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※９月は小松保健センターで実施予定

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　８月・９月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編

９月26日㈬

９月24日㈪

９月10日㈪

９月21日㈮

８月31日㈮

８月20日㈪

８月１日㈬

８月13日㈪

バランス編 受講時間

　食中毒事故が多発しやすい高温・多湿の季節がやってきました。
　食中毒を防ぐため、家庭でも次のような点に注意しましょう。
●食品は新鮮なものを購入しましょう。
●冷蔵庫や冷凍庫の詰め込みすぎに注意しましょう。
　※目安は７割程度。
●調理時は十分に加熱しましょう。
　※目安は中心部が85℃で１分間以上加熱。
●調理後の食品は室温に長く放置しないようにしましょう。
●食中毒防止の基本は手洗いです。効果的に洗いましょう。
問合せ　西条保健所生活衛生課　℡0897－56－1300
　　　　西条新居浜地区食品衛生協会

※総合健診について詳しくは「平成24年度健康カレンダー」をご覧いただ
　くか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者（平成25年３月31日現在）
○18～39歳の方
○国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方等）

肝炎ウイルス検診の対象者（平成25年３月31日現在）
○40歳以上の方
○過去に肝炎ウイルス検診を受診していない41歳以上の方

がん検診の対象者（平成25年３月31日現在）
●胃がん検診　　18歳以上の方
●肺がん検診　　18歳以上の方
●大腸がん検診　　30歳以上の方
●腹部超音波検診　30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
●前立腺がん検診　50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●乳がん検診　30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●子宮頚がん検診　18歳以上の女性

●対象者　平成25年３月31日現在において、
　　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の方
●検査内容　問診、歯の状況、歯肉の状況など
●実施場所　市内の歯科医療機関
　　　　　（一部実施できない医療機関があります）
●実施期間　10月31日㈬まで
●申込方法　各保健センターへお申し込みください。
　　　　　（電話申込可）
　県下でも実施している自治体が
限られている無料の健診です。
　対象となる方は、この機会にぜ
ひ受診してください。

●対象者　平成25年３月31日現在において、
　　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の方
●検査内容　かかとの骨量測定など（健康講座も実施）
●西条地区　日程　８月22日㈬・27日㈪・28日㈫
　　　　　　　　　９月13日㈭
　　　　　　実施場所・申込先　中央保健センター
●東予地区　日程　８月24日㈮・９月14日㈮
　　　　　　実施場所・申込先　東予保健センター
●丹原地区　日程　９月４日㈫
　　　　　　実施場所・申込先　丹原保健センター
●小松地区　日程　８月21日㈫
　　　　　　実施場所・申込先　小松保健センター

成人歯科健診骨粗しょう症検診

８・９月の総合健診日程・場所・申込先 健康診査、肝炎ウイルス検診、がん検診
受付時間：●…８時30分～11時　　◎…８時30分～11時（診察時間　９時30分～11時）
　　　　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ● ●●

がん検診 申込先実施場所日程

東予保健センター
℡0898－64－5333

中央保健センター
℡0897－52－1215

丹原保健センター
℡0898－68－7300
小松保健センター
℡0898－72－6515

８／31 ㈮
９／１ ㈯
９／２ ㈰
９／３ ㈪
９／４ ㈫
９／５ ㈬
９／６ ㈭
９／18 ㈫
９／21 ㈮
８／10 ㈮

西
条

地
区

東
予

丹
原
小
松

東予保健センター

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ● ●
●
● ◎

◎

◎
●

● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●●

● ● ● ● ● ●
● ●

●
●●
● ● ●●

８／12 ㈰
９／26 ㈬
９／27 ㈭

９／24 ㈪

● ● ●
●
● ●

■ ● ●

●

丹原保健センター

●● ● ● ● ■ ●●

●

● ● ● ●

● ●

◎
◎

◎

●

● ● ●

■

●８／19 ㈰
９／28 ㈮

小松保健センター
小松公民館 ● ● ● ● ■ ●●

胃

●
●
●
●

●
●
●
●

●● ● ● ● ●● ●

●

◎
◎
◎
◎
◎

●９月21日㈮は、ママさんを対象とした健診です。（託児つき）
●「　　」は、既に定員に達している項目です。
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休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

５
㈰
12
㈰

26
㈰

19
㈰

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科

平日夜間の当番病医院　内科は 19時から 22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

１
㈬
２
㈭
３
㈮
４
㈯
６
㈪
７
㈫
８
㈬

13
㈪

11
㈯

10
㈮

９
㈭

14
㈫
15
㈬
16
㈭

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科

21
㈫

20
㈪

18
㈯

17
㈮

22
㈬
23
㈭

30
㈭
31
㈮

24
㈮

日 外　　　科

29
㈬

28
㈫

27
㈪

25
㈯

日 外　　　科

15
㈬

16
㈭

18時から22時まで

日 日内　　　科 内　　　科

８月の休日夜間急患センター臨時休診日

15日㈬と16日㈭は、休日夜間急患センター
は臨時休診となり、左記の病院が当番です。

　救急車の出場件数は、年々増加しています。このままで
は、本当に救急車が必要な人へ適切な救命処置等が遅れ、
救える命が救えないということがあります。
　「病院へ行くと待たされる」「救急車はタダだから（タ
クシー代わり）」「夜間・休日で医療機関が分からない」
などで救急車を利用するのではなく、一人でも多くの人を
救うため、本当に救急車が必要かどうかよく考えて、利用
してください。
【救急車が必要な症状や状況】
●意識が低下、息が苦しい、胸の激痛、激しい頭痛、激し
　い腹痛、ろれつが回らない、手足が痺れる、大出血、吐
　血・下血など
●交通事故（強い衝撃）、ハチに
　刺された（アレルギー症状）、
　溺れた、熱中症、広範囲なやけ
　ど、餅などの食物を喉に詰めた、
　頭を強く打ったなど

　日本の夏の風物詩、花火。家庭で気軽に楽しめる花火で
すが、火の始末をしなかったり取り扱いを誤ると、思わぬ
ところへ飛火して火災になったり火傷（やけど）等の事故
を引き起こします。
　花火をするときは、次のことに注意しましょう。
●燃えやすいものの近くで遊ぶのはやめましょう。
●風の強い日にはやめましょう。
●必ず大人が付き添い、子どもだけで遊ばせないようにし
　ましょう。

●説明書をよく読み、正し
　い取り扱いをしましょう。
●花火を分解したり、数本
　まとめて点火するのは絶
　対にやめましょう。
●必ず水を入れたバケツを
　用意し、後片付けをしま
　しょう。

広報さいじょう　2012　８月号 38



　

今
月
の
「
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
か
も
!?
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
羽

柴
（
豊
臣
）
秀
吉
に
よ
る
四
国
攻

め
の
戦
い
の
一
つ
で
あ
る
「
天
正

の
陣
」
の
な
か
で
も
、『
野
々
市

ケ
原
の
決
戦
』
で
討
ち
死
に
を
し

た
、
黒く

ろ

瀬せ

飛ひ

騨だ

守
の
か
み

道み
ち

信の
ぶ

と
い
う

人
物
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

　

道
信
、
実
は
西
条
の
人
で
は
な

く
土
佐
（
高
知
県
）
の
生
ま
れ
育

ち
で
、
か
の
長

ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

元も
と

親ち
か

の
重

臣
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

東
予
地
方
が
元
親
の
傘
下
（
史
実

と
し
て
は
同
盟
）
と
な
っ
た
と
き
、

元
親
の
命
令
に
て
西
条
の
黒
瀬
村

へ
代
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
人
だ

っ
た
の
で
す
。

　

い
ざ
黒
瀬
村
に
引
っ
越
し
て
き

た
道
信
、
と
て
も
優
れ
た
人
格
者

で
あ
っ
た
ら
し
く
す
ぐ
に
村
人
と

馴
染
ん
で
は
、
み
ん
な
か
ら
「
飛

騨
は
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
敬

愛
さ
れ
つ
つ
、
善
政
を
敷
い
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
つ
い
に
天
正
13
（
１

５
８
５
）
年
６
月
下
旬
、
「
天
正

の
陣
」
に
際
し
て
た
っ
た
八
騎
で

氷
見
の
高
尾
城
へ
と
参
陣
し
、
翌

月
中
旬
の
野
々
市
ケ
原
決
戦
に
て

壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
た
の
で
す
。

村
人
た
ち
は
深
く
悲
し
み
、
小
さ

な
祠

ほ
こ
ら
を
建
て
て
道
信
の
御
霊
を
お

奉ま
つ

り
し
ま
し
た
。

　

時
が
移
ろ
い
、
黒
瀬
村
が
ダ
ム

の
底
に
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
と

な
っ
た
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
、

道
信
の
祠
は
村
の
あ
ち
こ
ち
に
奉

ら
れ
て
い
た
多
く
の
祠
と
と
も
に
、

黒
瀬
峠
の
頂
へ
と
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
と
に
御
礼
詣
り
に
は
玩
具
の

刀
を
奉
納
す
る
と
よ
い
そ
う
で
、

『
そ
の
奉
納
さ
れ
て
い
た
刀
で
遊

ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
』
と
、
か
つ

て
西
条
市
長
で
あ
ら
れ
た
伊
藤
一

氏
が
、
ご
幼
少
の
こ
ろ
を
懐
か
し

み
な
が
ら
綴
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

平成24年６月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　113,953 人 （－50人）

　男　　  54,586 人 （－49人）

　女　　  59,367 人 （－ 1人）

世　帯　  48,741世帯（＋42世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

 今夏の注目すべきイベントと言えば、
やはりロンドン五輪でしょうか。この広
報紙がお手元に届く頃には、すでに熱戦
が繰り広げられていることと思います。
　私が注目しているのは、アテネ、北京
の二大会連続で金メダルに輝いた、競泳
の北島康介選手です。４年前に丹原小学
校で水泳教室を開いた時には、水中を滑
るような平泳ぎを披露。独特な語り口
で、児童たちの心を掴んでいました。
　今大会には北島選手はもちろん、やり
投げの村上幸史選手ら愛媛県出身選手も
出場します。普段はスポーツと縁遠い私
ですが、テレビの前でしっかり応援した
いと思います。（や）

▲道信は黒瀬峠（写真中央
辺り）から、湖底に沈む集落
を今も見守っているのかも
知れませんね▲

おもちゃの刀が奉納され
ている「飛騨はん」の祠

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.84　コアオアシシギ（旅鳥）
　全長24.5㎝、春と秋の渡りの季節に河口や水田地帯に飛来す
る、緑青色のスマートな脚と針のように尖った嘴が特徴の数少
ないシギです。よく似たアオアシシギとは大きさ、嘴の形など
の違いに注意して識別してください。西条では加茂川古川橋付
近や禎瑞、氷見蛭子、高須の水田地帯などで見られます。

くちばし
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８/12 日 14時開演　 総合文化会館大ホール
西条市にゆかりのある芸術家の発表の舞台です。

土10/20
14時開演 総合文化会館大ホール

入場料　4,000円（全席指定）
　※４歳未満の入場は、ご遠慮ください。
チケット販売所
　総合・丹原文化会館、チケットぴあ、
　d-ticket、ｅ+、LAWSON TICKET
問合せ　総合文化会館 チケット販売中

14時開演　総合文化会館大ホール９/９ 日

チケット販売中 !!

共演者　鄭　羽捷（フルート）
　　　　竹内　彬（クラリネット）
入場料
　前売：1,500円　当日：2,000円
　※就学前児童の入場は、ご遠慮ください。
チケット販売所
　総合・丹原文化会館、オンディーヌ
問合せ　総合文化会館

℡0898－68－3555

℡0898－31－7775

9：00

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【８月の休館日】 毎週月曜日

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

美佳バレエスクール８ 美佳バレエスクール　パフォーマンス公演土４

 シリーズえひめ「ふるさとの芸術」
 第５回宇和島・牛鬼と伝統文化　　26日：体験教室

13：00
無　料

※体験教室は
　参加費必要

2500円

小ホール

13：30

丹原文化会館

大ホール
15

～

26
水

～

日

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【８月の休館日】 毎週月曜日

総合文化会館 ℡0897－53－5500

板東ゆう子ジュニアバレエ事務局 ℡0897－53－2405

西条高等学校 ℡0897－56－2030

男声合唱団「我夢」（越智） ℡0897－55－4927

Amity・piano（西原） ℡0897－55－7184

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

８ 大ホール18：00来日50周年記念　ベンチャーズジャパンツアー2012木２

火14

大ホール 無　料

展 示 室

展 示 室

展 示 室

17：00 17：30第16回西条高等学校芸術文化発表会
※美術・書道展などは、17時まで展示

“さいじょう”クラシックフレッシュコンサート

板東ゆう子ジュニアバレエ　第９回発表会

日19 大ホール13：30 14：00男声合唱団「我夢」第３回演奏会

土25

日５

日12

小ホール13：00 13：30
前売：4800円
当日：5500円

大ホール13：30 14：00

14：00 14：30

伊藤五百亀顕彰講演会

5000円

500円

26

29

日

水

第16回アミティ・ピアノコンサート

レーモンド松屋　ファーストコンサートツアー2012

10：00

17：30 18：30

18：30

大ホール

大ホール
無　料

無　料

没後三回忌特別企画　平山郁夫回顧展
※31日・９月１日は18時、２日は17時まで 10：00 無　料

総合文化会館 ℡0897－53－5500

市教育委員会社会教育課

イベントオフィス・ヤング

株式会社WAO！

℡0897－56－1533

℡0120－001－286

無　料

13：00 13：30 無　料 ℡0897－52－1628

舞台発表
作品展示

31

～

２９

金

～

日

　“宙に浮くカバン”や“エスカレーター”などテレ
ビでもお馴染みのパフォーマンス「が～まるSHOW」
　ストリートでも、劇場でも話題沸騰。
　世界中を沸かすエンターテインメントショーを
お楽しみください！

出演　が～まるちょば

N
o.93
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